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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線通信端末であって、
　プロセッサと、
　通信部と、を含み、
　前記プロセッサは、
　前記通信部を介して無線フレームを受信し、
　前記受信されたフレームがvery high throughput（ＶＨＴ）ＰＨＹプロトコルデータユ
ニット（ＰＰＤＵ）であれば、前記ＶＨＴ　ＰＰＤＵのプリアンブルから部分ＡＩＤ（Ａ
ｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ　ＩＤ）の情報及びグループＩＤの情報を抽出し、
　前記ＶＨＴ ＰＰＤＵの前記グループＩＤが予め設定された値であれば、前記ＶＨＴ Ｐ
ＰＤＵの前記部分ＡＩＤの少なくとも一部の情報が前記端末に知られているＢＳＳ（Ｂａ
ｓｉｃ　Ｓｅｒｖｉｃｅ　Ｓｅｔ）カラーの部分ＢＳＳカラー値と一致するのか否かを確
認し、
　前記部分ＡＩＤのうち前記少なくとも一部の情報と前記端末に知られている前記ＢＳＳ
カラーの部分ＢＳＳカラー値の一致可否に応じて、前記受信されたフレームがＢＳＳ内（
ｉｎｔｒａ－ＢＳＳ)フレームであるのかまたはＢＳＳ外（ｉｎｔｅｒ－ＢＳＳ)フレーム
であるのかを判断する無線通信端末であって、
　前記ＶＨＴ ＰＰＤＵの前記部分ＡＩＤは、前記ＶＨＴ ＰＰＤＵの意図された受信者（
ｒｅｃｉｐｉｅｎｔ)に割り当てられたＡＩＤ及び前記受信者が結合されたＢＳＳのＢＳ



(2) JP 6672525 B2 2020.3.25

10

20

30

40

50

ＳＩＤに基づくＫ－ビット値を利用して決定され、
　前記受信者が結合された前記ＢＳＳが部分ＢＳＳカラービットを利用したＡＩＤ割当規
則を適用する場合、前記受信者に割り当てられる前記ＡＩＤの予め設定されたＮ－ビット
の値は、前記受信者が結合された前記ＢＳＳの部分ＢＳＳカラー値から前記ＢＳＳＩＤに
基づくＮ－ビット値を差し引くことにより決定される、
無線通信端末。
【請求項２】
　前記Ｎは前記Ｋと同じ値を有する、請求項１に記載の無線通信端末。
【請求項３】
　前記ＶＨＴ ＰＰＤＵの前記部分ＡＩＤの予め設定された１つまたは複数のビットは、
前記Ｋ－ビット値と前記Ｎ－ビット値が相殺されて前記受信者が結合された前記ＢＳＳの
前記部分ＢＳＳカラー値を示す請求項１に記載の無線通信端末。
【請求項４】
　前記部分ＢＳＳカラー値は、ＢＳＳカラーの最小または最大の有効Ｎ－ビットの値であ
り、前記ＢＳＳＩＤに基づくＮ－ビット値は、前記ＢＳＳＩＤの第１予め設定されたＮ－
ビットと前記ＢＳＳＩＤの第２予め設定されたＮ－ビットの排他的論理和の値である請求
項１に記載の無線通信端末。
【請求項５】
　前記Ｎは４である請求項１に記載の無線通信端末。
【請求項６】
　前記ＡＩＤ割当規則は、以下の数式

【数１】

であり、ここで、ＢＣＢはＢＳＳカラー、ＢＳＳＩＤはＢＳＳ識別子、Ｎ＝４である、
請求項１に記載の無線通信端末。
【請求項７】
　前記予め設定された値のグループＩＤ情報は、前記フレームが下りフレームであること
を指示する請求項１に記載の無線通信端末。
【請求項８】
　無線通信端末の無線通信方法であって、
　通信部を介して無線フレームを受信するステップと、
　前記受信されたフレームがvery high throughput（ＶＨＴ）ＰＨＹプロトコルデータユ
ニット（ＰＰＤＵ）であれば、前記ＶＨＴ　ＰＰＤＵのプリアンブルから部分ＡＩＤ（Ａ
ｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ　ＩＤ）の情報及びグループＩＤの情報を抽出するステップと、
　前記ＶＨＴ ＰＰＤＵの前記グループＩＤが予め設定された値であれば、前記ＶＨＴ Ｐ
ＰＤＵの前記部分ＡＩＤの少なくとも一部の情報が前記端末に知られているＢＳＳ（Ｂａ
ｓｉｃ　Ｓｅｒｖｉｃｅ　Ｓｅｔ）カラーの部分ＢＳＳカラー値と一致するのか否かを確
認するステップと、
　前記部分ＡＩＤの前記少なくとも一部の情報と前記端末に知られている前記ＢＳＳカラ
ーの部分ＢＳＳカラー値の一致可否に応じて、前記受信されたフレームがＢＳＳ内（ｉｎ
ｔｒａ－ＢＳＳ)フレームであるのかまたはＢＳＳ外（ｉｎｔｅｒ－ＢＳＳ)フレームであ
るのかを判断するステップと、
を含む無線通信方法であって、
　前記ＶＨＴ ＰＰＤＵの前記部分ＡＩＤは、前記ＶＨＴ ＰＰＤＵの意図された受信者（
ｒｅｃｉｐｉｅｎｔ)に割り当てられたＡＩＤ及び前記受信者が結合されたＢＳＳのＢＳ
ＳＩＤに基づくＫ－ビット値を利用して決定され、
　前記受信者が結合された前記ＢＳＳが部分ＢＳＳカラービットを利用したＡＩＤ割当規
則を適用する場合、前記受信者に割り当てられる前記ＡＩＤの予め設定されたＮ－ビット
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の値は、前記受信者が結合された前記ＢＳＳの部分ＢＳＳカラー値から前記ＢＳＳＩＤに
基づくＮ－ビット値を差し引くことにより決定される、
無線通信方法。
【請求項９】
　前記Ｎは前記Ｋと同じ値を有する、請求項８に記載の無線通信方法。
【請求項１０】
　前記ＶＨＴ ＰＰＤＵの前記部分ＡＩＤの予め設定された１つ又は複数のビットは、前
記Ｋ－ビット値と前記Ｎ－ビット値が相殺されて前記受信者が結合された前記ＢＳＳの前
記部分ＢＳＳカラー値を示す請求項８に記載の無線通信方法。
【請求項１１】
　前記部分ＢＳＳカラー値は、ＢＳＳカラーの最小または最大の有効Ｎ－ビットの値であ
り、前記ＢＳＳＩＤに基づくＮ－ビット値は、前記ＢＳＳＩＤの第１予め設定されたＮ－
ビットと前記ＢＳＳＩＤの第２予め設定されたＮ－ビットの排他的論理和の値である請求
項８に記載の無線通信方法。
【請求項１２】
　前記Ｎは４である請求項８に記載の無線通信方法。
【請求項１３】
　前記ＡＩＤ割当規則は、以下の数式
【数２】

を満足し、ここで、ＢＣＢはＢＳＳカラー、ＢＳＳＩＤはＢＳＳ識別子、Ｎ＝４である、
請求項８に記載の無線通信方法。
【請求項１４】
　前記予め設定された値のグループＩＤ情報は、前記フレームが下りフレームであること
を指示する請求項８に記載の無線通信方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、受信されたフレームのベーシックサービスセット識別情報判断を利用した無
線通信方法及び無線通信端末に関し、より詳しくは、受信されたフレームがｉｎｔｒａ－
ＢＳＳフレームであるのか、またはｉｎｔｅｒ－ＢＳＳフレームであるのかの判断結果に
応じて動作を行う無線通信方法及び無線通信端に関する。
【背景技術】
【０００２】
　最近、モバイル機器の普及が拡大されるにつれ、それらに速い無線インターネットサー
ビスを提供し得る無線ＬＡＮ（Ｗｉｒｅｌｅｓｓ　ＬＡＮ）技術が脚光を浴びている。無
線ＬＡＮ技術は、近距離で無線通信技術に基づいてスマートフォン、スマートパッド、ラ
ップトップＰＣ、携帯型マルチメディアプレーヤー、インベデッド機器などのようなモバ
イル機器を家庭や企業、または特定サービス提供地域において、無線でインターネットに
接続し得るようにする技術である。
【０００３】
　ＩＥＥＥ（Ｉｓｔｉｔｕｔｅ　ｏｆ　Ｅｌｅｃｔｒｏｎｉｃｓ　Ｅｎｇｉｎｅｅｒｓ）
　８０２．１１は、２．４ＧＨのｚ周波数を利用した初期の無線ＬＡＮ技術を支援した以
来、多様な技術の標準を実用化または開発中である。まず、ＩＥＥＥ　８０２．１１ｂは
２．４ＧＨｚバンドの周波数を使用し、最高１１Ｍｂｐｓの通信速度を支援する。ＩＥＥ
Ｅ　８０２．１１ｂの後に商用化されたＩＥＥＥ　８０２．１１ａは２．４ＧＨｚバンド
ではなく５ＧＨｚバンドの周波数を使用することで、相当混雑した２．４ＧＨｚバンドの
周波数に比べ干渉への影響を減らしており、ＯＦＤＭ技術を使用して通信速度を最大５４
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Ｍｂｐｓまで向上させている。しかし、ＩＥＥＥ　８０２．１１ａはＩＥＥＥ　８０２．
１１ｂに比べ通信距離が短い短所がある。そして、ＩＥＥＥ　８０２．１１ｇはＩＥＥＥ
　８０２．１１ｂと同じく２．４ＧＨｚバンドの週は酢を使用して最大５４Ｍｐｂｓの通
真相度を具現し、下位互換性（ｂａｃｋｗａｒｄ　ｃｏｍｐａｔｉｂｉｌｉｔｙ)を満足
していて相当な注目を浴びたが、通信距離においてもＩＥＥＥ　８０２．１１ａより優位
にある。
【０００４】
　そして、無線ＬＡＮで脆弱点として指摘されていた通信速度に関する限界を克服するた
めに制定された技術規格として、ＩＥＥＥ　８０２．１１ｎがある。ＩＥＥＥ　８０２．
１１ｎはネットワークの速度と信頼性を増加させ、無線ネットワークの運営距離を拡張す
るのにその目的がある。詳しくは、ＩＥＥＥ　８０２．１１ｎではデータ処理速度が最大
５４０Ｍｂｐｓ以上の高処理率（Ｈｉｇｈ　Ｔｈｒｏｕｇｈｐｕｔ、ＨＴ）を支援し、ま
た、伝送エラーを最小化しデータの速度を最適化するために送信部と受信部の両端共に多
重アンテナを使用するＭＩＭＯ（Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ｉｎｐｕｔｓ　ａｎｄ　Ｍｕｌｔｉ
ｐｌｅ　Ｏｕｔｐｕｔｓ）技術に基盤している。また、この規格はデータの信頼性を上げ
るために重複する写本を複数個伝送するコーディング方式を使用している。
【０００５】
　無線ＬＡＮの普及が活性化され、また、それを使用したアプリケーションが多様化する
につれ、ＩＥＥＥ　８０２．１１ｎが支援するデータの処理速度より高い処理率（Ｖｅｒ
ｙ　Ｈｉｇｈ　Ｔｈｒｏｕｇｈｐｕｔ、ＶＨＴ）を支援するための新たな無線ＬＡＮシス
テムに対する必要性が台頭している。そのうち、ＩＥＥＥ　８０２．１１ａｃは５ＧＨｚ
周波数で広い帯域幅（８０ＭＨｚ～１６０ＭＨｚ）を支援する。ＩＥＥＥ　８０２．１１
ａｃ標準は５ＧＨｚ帯域でのみ定義されているが、従来の２．４ＧＨｚ帯域の製品との下
位互換性のために、初期１１ａｃチップセットは２．４ＧＨｚ帯域での動作も支援すると
考えられる。理論的に、この規格によると多重ステーションの無線ＬＡＮの速度は最小１
Ｇｂｐｓ、最大単一リンク速度は最小５００Ｍｂｐｓまで可能になる。これはより広い無
線周波数帯域幅（最大１６０ＭＨｚ）、より多いＭＩＭＯ空間的ストリーム（最大８個）
、マルチユーザＭＩＭＯ、そして、高い密度の変調（最大２５６ＱＡＭ）など、８０２．
１１ｎで受け入れられた無線インタフェースの概念を拡張して行われる。また、従来の２
４ＧＨｚ／５ＧＨｚに代わって６０ＧＨｚバンドを利用してデータを伝送する方式として
、ＩＥＥＥ　８０２．１１ａｄがある。ＩＥＥＥ　８０２．１１ａｄはビームフォーミン
グ技術を利用して最大７Ｇｂｐｓの速度を提供する伝送規格であって、大容量のデータや
無圧縮ＨＤビデオなど、高いビットレート動画のストリーミングに適合している。しかし
、６０ＧＨｚ周波数バンドは障害物の通過が難しく、近距離空間でのデバイスの間でのみ
利用可能な短所がある。
【０００６】
　一方、最近は８０２．１１ａｃ及び８０２．１１ａｄ以降の次世代無線ＬＡＮの標準と
して、高密度環境での高効率及び高性能の無線ＬＡＮ通信技術を提供するための論議が続
けられている。つまり、次世代無線ＬＡＮ環境では高密度のステーションとＡＰ（Ａｃｃ
ｅｓｓ　Ｐｏｉｎｔ）の存在下、室内外で高い周波数効率通信が提供されるべきであり、
それを具現するために多様な技術が必要となる。
【発明の概要】
【０００７】
　本発明の実施例によると、不連続チャネル割当情報を効率的にシグナリングすることが
できる。
【０００８】
　また、本発明は、ＢＳＳ内のＳＴＡのＡＩＤの割り当てのためのルールを設定するため
の目的を持っている。
【０００９】
　また、本発明は、ＶＨＴ　ＰＰＤＵの部分AID情報を利用した ｉｎｔｒａ／ｉｎｔｅｒ
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－ＢＳＳ 判断時に発生することがあるあいまいさを防止するための目的を持っている。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　前記のような課題を解決するために、本発明は以下のような端末の無線通信方法及び無
線通信端末を提供する。
【００１１】
　まず、本発明の実施例によると、ベース無線通信端末として、プロセッサと、通信部と
、を含み、前記プロセッサは、前記ベース無線通信端末と結合する少なくとも一つの端末
にＡＩＤ（Ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ　ＩＤ）を割り当てるが、前記ＡＩＤの予め設定され
たＮ－ビット（ら）は部分ＢＳＳ（Ｂａｓｉｃ　Ｓｅｒｖｉｃｅ　Ｓｅｔ）カラー値から
ＢＳＳＩＤに基づくＮ－ビット値を差し引いた値に基づいて決定されるベース無線通信端
末が提供される。
【００１２】
　また、本発明の実施例によると、ベース無線通信端末の無線通信方法として、前記ベー
ス無線通信端末と結合する少なくとも一つの端末にＡＩＤを割り当てるステップと、割り
当てられた前記ＡＩＤ情報を前記ベース無線通信端末と結合された端末に伝送するステッ
プと、を含むが、前記ＡＩＤの予め設定されたＮ－ビット（ら）は部分ＢＳＳカラー値か
らＢＳＳＩＤに基づくＮ－ビット値を差し引いた値に基づいて決定されるベース無線通信
方法が提供される。
【００１３】
　前記部分ＢＳＳカラー値は、ＢＳＳカラーの最小または最大の有効Ｎ－ビット（ら）の
値であり、前記ＢＳＳＩＤに基づくＮ－ビット値は、ＢＳＳＩＤの第１予め設定されたＮ
－ビット（ら）とＢＳＳＩＤの第２予め設定されたＮ－ビット（ら）の排他的論理合であ
る。
【００１４】
　本発明の実施例によると、前記Ｎは４である。
【００１５】
　本発明の実施例によると、前記ＡＩＤは以下の数式を満足する。
【００１６】
【数１】

【００１７】
　ここで、ＢＣＢはＢＳＳカラー、ＢＳＳＩＤはＢＳＳ識別子、Ｎ＝４。
【００１８】
　前記ベース無線通信端末が第１端末にＶＨＴ　ＰＰＤＵを伝送する場合、前記プロセッ
サは、前記差引演算によって決定された第１端末のＡＩＤ情報及びＢＳＳＩＤに基づくＫ
－ビット値を利用して部分ＡＩＤを設定し、設定された前記部分ＡＩＤ情報を前記ＶＨＴ
　ＰＰＤＵのプリアンブルに挿入して伝送する。
【００１９】
　前記部分ＡＩＤの予め設定されたＮ－ビット（ら）は、前記ＢＳＳＩＤに基づくＮ－ビ
ット値と前記ＢＳＳＩＤに基づくＫ－ビット値が相殺されて前記部分ＢＳＳカラー値を示
す。
【００２０】
　前記部分ＡＩＤ情報は、前記ＶＨＴ　ＰＰＤＵのＶＨＴ－ＳＩＧ－Ａに挿入される。
【００２１】
　また、本発明の他の実施例によると、無線通信端末として、プロセッサと、通信部と、
を含み、前記プロセッサは、前記通信部を介して無線通信フレームを受信し、前記受信さ
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れたフレームがＶＨＴ　ＰＰＤＵであれば、前記ＶＨＴ　ＰＰＤＵのプリアンブルから部
分ＡＩＤ情報及びグループＩＤ情報を抽出し、前記抽出されたグループＩＤ情報が予め設
定された値であれば、前記抽出された部分ＡＩＤの少なくとも一部の情報が前記端末に知
られている部分ＢＳＳカラーと一致するのか否かを確認し、前記部分ＡＩＤの少なくとも
一部の情報と前記部分ＢＳＳカラーの一致可否に応じて、前記受信されたフレームがＢＳ
Ｓ内（ｉｎｔｒａ－ＢＳＳ）フレームであるのかまたはＢＳＳ外（ｉｎｔｅｒ－ＢＳＳ）
フレームであるのかを判断する無線通信端末が提供される。
【００２２】
　また、本発明のまた他の実施例によると、無線通信端末の無線通信方法として、無線フ
レームを受信するステップと、前記受信されたフレームがＶＨＴ　ＰＰＤＵであれば、前
記ＶＨＴ　ＰＰＤＵのプリアンブルから部分ＡＩＤ情報及びグループＩＤ情報を抽出する
ステップと、前記抽出されたグループＩＤ情報が予め設定された値であれば、前記抽出さ
れた部分ＡＩＤの少なくとも一部の情報が前記端末に知られている部分ＢＳＳカラーと一
致するのか否かを確認するステップと、前記部分ＡＩＤの少なくとも一部の情報と前記部
分ＢＳＳカラーの一致可否に応じて、前記受信されたフレームがＢＳＳ内フレームである
のかまたはＢＳＳ外フレームであるのかを判断するステップと、を含む無線通信方法が提
供される。
【００２３】
　前記部分ＡＩＤは、前記ＶＨＴ　ＰＰＤＵの意図された受信者（ｒｅｃｉｐｉｅｎｔ)
に割り当てられたＡＩＤ及び前記受信者が結合されたＢＳＳのＢＳＳＩＤに基づくＫ－ビ
ット値を利用して決定され、前記端末が属するＢＳＳが部分ＢＳＳカラービットを利用し
たＡＩＤ割当規則を適用する場合、前記端末が属するＢＳＳから割り当てられるＡＩＤの
予め設定されたＮ－ビット（ら）は、前記端末に知られている部分ＢＳＳカラー値と前記
端末が属するＢＳＳのＢＳＳＩＤに基づくＮ－ビット値を利用して決定され、前記Ｎは前
記Ｋと同じ値を有する。
【００２４】
　前記端末が属するＢＳＳから割り当てられるＡＩＤの予め設定されたＮ－ビット（ら）
は、前記端末に知られている部分ＢＳＳカラー値から前記端末が属するＢＳＳのＢＳＳＩ
Ｄに基づくＮ－ビット値を差し引いた値に基づいて決定される。
【００２５】
　前記受信者が結合されたＢＳＳが部分ＢＳＳカラービットを利用したＡＩＤ割当規則を
適用する場合、前記部分ＡＩＤの予め設定されたビット（ら）は、前記ＢＳＳＩＤに基づ
くＫ－ビット値と前記受信者が結合されたＢＳＳのＢＳＳＩＤに基づくＮ－ビット値が相
殺されて前記受信者に知られている部分ＢＳＳカラー値を示す。
【００２６】
　前記部分ＢＳＳカラー値は、ＢＳＳカラーの最小または最大の有効Ｎ－ビット（ら）の
値であり、前記ＢＳＳＩＤに基づくＮ－ビット値は、該当ＢＳＳＩＤの第１予め設定され
たＮ－ビット（ら）と前記ＢＳＳＩＤの第２予め設定されたＮ－ビット（ら）の排他的論
理合である。
【００２７】
　本発明の実施例によると、前記Ｎは４である。
【００２８】
　本発明の実施例によると、前記ＡＩＤは以下の数式を満足する。
【００２９】
【数２】

【００３０】
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　ここで、ＢＣＢはＢＳＳカラー、ＢＳＳＩＤはＢＳＳ識別子、Ｎ＝４。
【００３１】
　前記予め設定された値のグループＩＤ情報は、前記フレームが下りフレームであること
を指示する。
【００３２】
　前記受信されたフレームがｉｎｔｒａ－ＢＳＳフレームと判断されれば前記プロセッサ
は第１動作を行い、前記受信されたフレームがｉｎｔｅｒ－ＢＳＳフレームと判断されれ
ば前記プロセッサは第２動作を行う。
【００３３】
　前記受信されたフレームがｉｎｔｒａ－ＢＳＳフレームと判断されれば前記プロセッサ
は第１ＣＣＡ臨界値に基づいてチャネルの占有可否を判断し、前記受信されたフレームが
ｉｎｔｅｒ－ＢＳＳフレームと判断されれば前記プロセッサは前記第１ＣＣＡ臨界値及び
前記第１ＣＣＡ臨界値と区別された第２ＣＣＡ臨界値の両方に基づいてチャネルの占有可
否を判断する。
【００３４】
　前記第２ＣＣＡ臨界値は、前記第１ＣＣＡ臨界値以上の値を有する。
【００３５】
　前記受信されたフレームがｉｎｔｒａ－ＢＳＳフレームと判断されれば前記プロセッサ
は第１ＮＡＶ（Ｎｅｔｗｏｒｋ　Ａｌｌｏｃａｔｉｏｎ　Ｖｅｃｔｏｒ）を設定またはア
ップデートし、前記受信されたフレームがｉｎｔｅｒ－ＢＳＳフレームと判断されれば前
記プロセッサは第２ＮＡＶを設定またはアップデートする。
【発明の効果】
【００３６】
　本発明の実施例によると、ＶＨＴ　ＰＰＤＵの部分ＡＩＤの少なくとも一部の情報が部
分ＢＳＳカラー値を示すことで、効率的なｉｎｔｒａ／ｉｎｔｅｒ－ＢＳＳフレームの判
断を行うことができる。
【００３７】
　より詳しくは、本発明の実施例によると、ＶＨＴ　ＰＰＤＵを受信した端末は追加的な
情報を獲得するか計算を行う必要なく、部分ＡＩＤ情報を利用してｉｎｔｒａ－ＢＳＳフ
レームとｉｎｔｅｒ－ＢＳＳフレームの判断を行うことができる。
【００３８】
　また、本発明の実施例によると、受信されたフレームがｉｎｔｅｒ－ＢＳＳフレームと
判断されれば、空間的再使用動作を行うことで無線資源を効率的に使用することができる
。
【００３９】
　本発明の実施例によると、競争基盤チャネル接近システムにおいて、全体資源の使用率
を増加させ、無線ＬＡＮシステムの性能を向上させることができる。
【図面の簡単な説明】
【００４０】
【図１】本発明の一実施例による無線ＬＡＮシステムを示す図である。
【図２】本発明の他の実施例による無線ＬＡＮシステムを示す図である。
【図３】本発明の一実施例によるステーションの構成を示す図である。
【図４】本発明の一実施例によるアクセスポイントの構成を示す図である。
【図５】ＳＴＡがＡＰとリンクを設定する過程を概略的に示す図である。
【図６】無線ＬＡＮ通信で使用されるＣＳＭＡ（Ｃａｒｒｉｅｒ　Ｓｅｎｓｅ　Ｍｕｌｔ
ｉｐｌｅ　Ａｃｃｅｓｓ）／ＣＡ（Ｃｏｌｌｉｓｉｏｎ　Ａｖｏｉｄａｎｃｅ）方法を示
す図である。
【図７】本発明の一実施例によるＶＨＴ－ＳＩＧ－Ａ１とＶＨＴ－ＳＩＧ－Ａ２の構造を
示す図である。
【図８】本発明の一実施例によるグループＩＤ及び部分ＡＩＤの設定方法を示す表である
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。
【図９】本発明の一実施例によるノンレガシーエレメントフォーマットを示す図である。
【図１０】本発明の一実施例による部分ＡＩＤの算出過程を示す図である。
【図１１】本発明の一実施例による部分ＡＩＤの算出過程をより詳細に示す図である。
【図１２】本発明の第１実施例によるｉｎｔｒａ－ＢＳＳフレームとｉｎｔｅｒ－ＢＳＳ
フレームの判断方法を示す図である。
【図１３】本発明の第２実施例によるｉｎｔｒａ－ＢＳＳフレームとｉｎｔｅｒ－ＢＳＳ
フレームの判断方法を示す図である。
【図１４】本発明の実施例によってｉｎｔｒａ／ｉｎｔｅｒ－ＢＳＳフレームを判断する
ための参照値を算出する過程及び部分ＡＩＤを算出する過程を示す図である。
【図１５】本発明の他の実施例によるノンレガシーエレメントフォーマットを示す図であ
る。
【図１６】本発明の他の実施例による部分ＢＳＳカラービット個数情報及び曖昧性情報シ
グなリング方法を示す図である。
【図１７】本発明の第２実施例によるＡＩＤ割当情報及びノンレガシーエレメントフォー
マットを示す図である。
【図１８】本発明の第３実施例によるＡＩＤ割当方法を示す図である。
【図１９】本発明の第４実施例によるＡＩＤ割当方法を示す図である。
【図２０】本発明の第５実施例によるＡＩＤ割当方法を示す図である。
【図２１】本発明の第５実施例によるＡＩＤ割当方法を示す図である。
【図２２】本発明の第３実施例によるｉｎｔｒａ－ＢＳＳフレームとｉｎｔｅｒ－ＢＳＳ
フレームの判断方法を示す図である。
【図２３】本発明のまた他の実施例によるノンレガシーエレメントフォーマットを示す図
である。
【図２４】本発明の第６実施例によるＡＩＤ割当方法を示す図である。
【図２５】本発明の更に他の実施例によるノンレガシーエレメントフォーマットを示す図
である。
【図２６】本発明の第７実施例によるＡＩＤ割当方法を示す図である。
【図２７】本発明の第4実施例によるｉｎｔｒａ－ＢＳＳフレームとｉｎｔｅｒ－ＢＳＳ
フレームの判断方法を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００４１】
　本明細書で使用される用語は、本発明での機能を考慮してできる限り現在広く使用され
ている一般的案用語を選択しているが、これは該当技術分野に携わる技術者の意図、慣例
、または新たな技術の出現などによって異なり得る。また、特定の場合は出願人が任意に
選定した用語もあり、このような場合は該当する発明の説明部分でその意味を記載する。
よって、本明細書で使用される用語は単なる用語の名称ではなく、その用語が有する実質
的な意味と本明細書全般にわたる内容に基づいて解釈すべきであることを明らかにする。
【００４２】
　明細書全体にわたって、ある構成が他の構成と「連結」されているとすると、これは「
直接連結」されている場合だけでなく、その中間に他の構成要素を間に挟んで「電気的に
連結」されている場合も含む。また、ある構成要素が特定の構成要素を「含む」とすると
、これは特に反対する記載がない限り、他の構成要素を除くのではなく他の構成要素を更
に含み得ることを意味する。加えて、特定臨界値を基準に「以上」または「以下」という
限定事項は、実施例によってそれぞれ「超過」または「未満」に適切に代替され得る。
【００４３】
　本出願は、韓国特許出願第１０－２０１６-００４０５５１号、第１０－２０１６-００
９３８１２号、及び第１０－２０１６-０１０２２２９号に基づいた優先権を主張し、優
先権の基礎となる前記各出願に述べられた実施例及び記載事項は、本出願の詳細な説明に
含まれるとする。
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【００４４】
　図１は、本発明の一実施例による無線ＬＡＮシステムを示す図である。無線ＬＡＮシス
テムは、一つまたはそれ以上のベーシックサービスセット（Ｂａｓｉｃ　Ｓｅｒｖｉｃｅ
　Ｓｅｔ、ＢＳＳ）を含むが、ＢＳＳは同期化に成功し互いに通信し得る機器の集合を示
す。一般に、ＢＳＳはインフラストラクチャＢＳＳ（ｉｎｆｒａｓｔｒｕｃｔｕｒｅ　Ｂ
ＳＳ）と独立ＢＳＳ（Ｉｎｄｅｐｅｎｄｅｎｔ　ＢＳＳ、ＩＢＳＳ）に区分されるが、図
１はこのうちインフラストラクチャＢＳＳを示している。
【００４５】
　図１に示したように、インフラストラクチャＢＳＳ（ＢＳＳ１、ＢＳＳ２）は、一つ以
上のステーション（ＳＴＡ１、ＳＴＡ２、ＳＴＡ３、ＳＴＡ４、ＳＴＡ５）、分配サービ
ス（Ｄｉｓｔｒｉｂｕｔｉｏｎ　Ｓｅｒｖｉｃｅ）を提供するステーションであるアクセ
スポイント（ＰＣＰ／ＡＰ－１、ＰＣＰ／ＡＰ－２）、及び多数のアクセスポイント（Ｐ
ＣＰ／ＡＰ－１、ＰＣＰ／ＡＰ－２）を連結する分配システム（Ｄｉｓｔｒｉｂｕｔｉｏ
ｎ　Ｓｙｓｔｅｍ、ＤＳ）を含む。
【００４６】
　ステーション（Ｓｔａｔｉｏｎ、ＳＴＡ）は、ＩＥＥＥ　８０２．１１標準の規定に従
う媒体接続制御（Ｍｅｄｉｕｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｃｏｎｔｒｏｌ、ＭＡＣ）と無線媒体に
対する物理層（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｌａｙｅｒ）インタフェースを含む任意のディバイス
であって、広い意味では非アクセスポイントｎｏｎ－ＡＰステーションのみならずアクセ
スポイントＡＰを全て含む。また、本明細書において、「端末」とはｎｏｎ－ＡＰまたは
ＡＰを指すか、両者を全て指す用語として使用される。無線通信のためのステーションは
プロセッサと通信部を含み、実施例によってユーザインタフェース部とディスプレーユニ
ットなどを更に含む。プロセッサは無線ネットワークを介して伝送するフレームを生成す
るか、または前記無線ネットワークを介して受信されたフレームを処理し、その他にステ
ーションを制御するための多様な処理を行う。そして、通信部は前記プロセッサと機能的
に連結されており、ステーションのために無線ネットワークを介してフレームを送受信す
る。本発明において、端末はユーザ端末機（ｕｓｅｒ　ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ、ＵＥ）を含
む用語として使用される。
【００４７】
　アクセスポイント（Ａｃｃｅｓｓ　Ｐｏｉｎｔ、ＡＰ）は、自らに結合された（ａｓｓ
ｏｃｉａｔｅｄ）ステーションのために無線媒体を経由して分配システムＤＳに対する接
続を提供する個体である。インフラストラクチャＢＳＳにおいて、非ＡＰステーション間
の通信はＡＰを経由して行われることが原則であるが、ダイレクトリンクが設定されてい
る場合は非ＡＰステーションの間でも直接通信が可能である。一方、本発明において、Ａ
ＰはＰＣＰ（Ｐｅｒｓｏｎａｌ　ＢＳＳ　Ｃｏｏｒｄｉｎａｔｉｏｎ　Ｐｏｉｎｔ）を含
む概念として使用されるが、広い意味では集中制御器、基地局（Ｂａｓｅ　Ｓｔａｔｉｏ
ｎ、ＢＳ）、ノードＢ、ＢＴＳ（Ｂａｓｅ　Ｔｒａｎｓｃｅｉｖｅｒ　Ｓｙｓｔｅｍ）、
またはサイト制御器などの概念を全て含む。本発明において、ＡＰはベース無線通信端末
とも称されるが、ベース無線通信端末は、広い意味ではＡＰ、ベースステーション（ｂａ
ｓｅ　ｓｔａｔｉｏｎ）、ｅＮＢ（ｅＮｏｄｅＢ）、及びトランスミッションポイントＴ
Ｐを全て含む用語として使用される。それだけでなく、ベース無線通信端末は複数の無線
通信端末との通信で通信媒介体（ｍｅｄｉｕｍ)資源を割り当て、スケジューリング（ｓ
ｃｈｅｄｕｌｉｎｇ）を行う多様な形態の無線通信端末を含む。
【００４８】
　複数のインフラストラクチャＢＳＳは、分配システムＤＳを介して互いに連結される。
この際、分配システムを介して連結された複数のＢＳＳを拡張サービスセット（Ｅｘｔｅ
ｎｄｅｄ　Ｓｅｒｖｉｃｅ　Ｓｅｔ、ＥＳＳ）という。
【００４９】
　図２は、本発明の他の実施例による無線ＬＡＮシステムである独立ＢＳＳを示す図であ
る。図２の実施例において、図１の実施例と同じであるか相応する部分は重複する説明を
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省略する。
【００５０】
　図２に示したＢＳＳ３は独立ＢＳＳであってＡＰを含まないため、全てのステーション
（ＳＴＡ６、ＳＴＡ７）がＡＰと接続されていない状態である。独立ＢＳＳは分配システ
ムへの接続が許容されず、自己完備的ネットワーク（ｓｅｌｆ－ｃｏｎｔａｉｎｅｄ　ｎ
ｅｔｗｏｒｋ)をなす。独立ＢＳＳにおいて、それぞれのステーション（ＳＴＡ６、ＳＴ
Ａ７）はダイレクトに互いに連結される。
【００５１】
　図３は、本発明の一実施例によるステーション１００の構成を示すブロック図である。
図示したように、本発明の実施例によるステーション１００は、プロセッサ１１０、通信
部１２０、ユーザインタフェース部１４０、ディスプレーユニット１５０、及びメモリ１
６０を含む。
【００５２】
　まず、通信部１２０は無線ＬＡＮパケットなどの無線信号を送受信し、ステーション１
００に内蔵されるか外装されて備えられる。実施例によると、通信部１２０は互いに異な
る周波数バンドを利用する少なくとも一つの通信モジュールを含む。例えば、前記通信部
１２０は２．４ＧＨｚ、５ＧＨｚ、及び６０ＧＨｚなどの互いに異なる周波数バンドの通
信モジュールを含む。一実施例によると、ステーション１００は６ＧＨｚ以上の周波数バ
ンドを利用する通信モジュールと、６ＧＨｚ以下の周波数バンドを利用する通信モジュー
ルを備える。それぞれの通信モジュールは、該当通信モジュールが支援する周波数バンド
の無線ＬＡＮの規格に応じて、ＡＰまたは外部ステーションと無線通信を行う。通信部１
２０は、ステーション１００の性能及び要求事項に応じて一度に一つの通信モジュールの
みを動作させるか、同時に多数の通信モジュールを共に動作させてもよい。ステーション
１００が複数の通信モジュールを含む場合、各通信モジュールはそれぞれ独立した形態に
備えられてもよく、複数のモジュールが一つのチップに統合されて備えられてもよい。本
発明の実施例において、通信部１２０はＲＦ（Ｒａｄｉｏ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ）信号を
処理するＲＦ通信モジュールを示す。
【００５３】
　次に、ユーザインタフェース１４０は、ステーション１００に備えられた多様な形態の
入出力手段を含む。つまり、ユーザインタフェース部１４０は多様な入力手段を利用して
ユーザの入力を受信し、プロセッサ１１０は受信されたユーザ入力に基づいてステーショ
ン１００を制御する。また、ユーザインタフェース部１４０は、多様な出力手段を利用し
てプロセッサ１１０の命令に基づいた出力を行う。
【００５４】
　次に、ディスプレーユニット１５０は、ディスプレー画面にイメージを出力する。前記
ディスプレーユニット１５０は、プロセッサ１１０によって行われるコンテンツ、または
プロセッサン１１０の制御命令に基づいたユーザインタフェースなどの多様なディスプレ
ーオブジェクトを出力する。また、メモリ１６０は、ステーション１００で使用される制
御プログラム及びそれによる各種データを貯蔵する。このような制御プログラムには、ス
テーション１００がＡＰまたは外部のステーションと接続を行うのに必要な接続プログラ
ムが含まれる。
【００５５】
　本発明のプロセッサ１１０は多様な命令またはプログラムを行い、ステーション１００
内部のデータをプロセッシングする。また、前記プロセッサ１１０は上述したステーショ
ン１００の各ユニットを制御し、ユニット間のデータの送受信の制御する。本発明の実施
例によると、プロセッサ１１０はメモリ１６０に貯蔵されたＡＰとの接続のためのプログ
ラムを行い、ＡＰが伝送した通信設定メッセージを受信する。また、プロセッサ１１０は
通信設定メッセージに含まれたステーション１００の優先条件に関する情報を読み取り、
ステーション１００の優先条件に関する情報に基づいてＡＰに関する接続を要請する。本
発明のプロセッサ１１０はステーション１００のメインコントロールユニットを指しても
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よく、実施例によってステーション１００の一部の構成、例えば、通信部１２０などを個
別的に制御するためのコントロールユニットを指してもよい。つまり、プロセッサ１１０
は通信部１２０から送受信される無線信号を変復調するモデム、または変復調部（ｍｏｄ
ｕｌａｔｏｒ　ａｎｄ／ｏｒ　ｄｅｍｏｄｕｌａｔｏｒ）であってもよい。プロセッサ１
１０は、本発明の実施例によるステーション１００の無線信号送受信の各種動作を制御す
る。それに関する詳しい実施例は後述する。
【００５６】
　図３に示したステーション１００は本発明の一実施例によるブロック図であって、分離
して示したブロックはディバイスのエレメントを論理的に区別して示したものである。よ
って、上述したディバイスのエレメントは、ディバイスの設計に応じて一つのチップまた
は複数のチップに取り付けられる。例えば、前記プロセッサ１１０及び通信部１２０は一
つのチップに統合されて具現されてもよく、別途のチップで具現されてもよい。また、本
発明の実施例において、前記ステーション１００の一部の構成、例えば、ユーザインタフ
ェース部１４０及びディスプレーユニット１５０などはステーション１００に選択的に備
えられてもよい。
【００５７】
　図４は、本発明の一実施例によるＡＰ２００の構成を示すブロック図である。図示した
ように、本発明の実施例によるＡＰ２００は、プロセッサ２１０、通信部２２０、及びメ
モリ２６０を含む。図４において、ＡＰ２００の構成のうち図３のステーション１００の
構成と同じであるか相応する部分については重複する説明を省略する。
【００５８】
　図４を参照すると、本発明によるＡＰ２００は少なくとも一つの周波数バンドでＢＳＳ
を運営するための通信部２２０を備える。図３の実施例で述べたように、前記ＡＰ２００
の通信部２２０も互いに異なる周波数バンドを利用する複数の通信モジュールを含む。つ
まり、本発明の実施例によるＡＰ２００は互いに異なる周波数バンド、例えば２．４ＧＨ
ｚ、５ＧＨｚ、６０ＧＨｚのうち２つ以上の通信のジュールを共に備える。好ましくは、
ＡＰ２００は６ＧＨｚ以上の周波数バンドを利用する通信モジュールと、６ＧＨｚ以下の
周波数バンドを利用する通信モジュールを備える。それぞれの通信モジュールは、該当通
信モジュールが支援する周波数バンドの無線ＬＡＮの規格に従ってステーションと無線通
信を行う。前記通信部２２０は、ＡＰ２００の性能及び要求事項に応じて一度に一つの通
信モジュールのみを動作させるか、同時に多数の通信モジュールを共に動作させてもよい
。本発明の実施例において、通信部２２０はＲＦ信号を処理するＲＦ通信モジュールを示
す。
【００５９】
　次に、メモリ２６０は、ＡＰ２００で使用される制御プログラム及びそれによる各種デ
ータを貯蔵する。このような制御プログラムには、ステーションの接続を管理する接続プ
ログラムが含まれる。また、プロセッサ２１０はＡＰ２００の各ユニットを制御し、ユニ
ット間のデータの送受信の制御する。本発明の実施例によると、プロセッサ２１０はメモ
リ２６０に貯蔵されたステーションとの接続のためのプログラムを行い、一つ以上のステ
ーションに対する通信設定メッセージを伝送する。この際、通信設定メッセージには各ス
テーションの接続優先条件に関する情報が含まれる。また、プロセッサ２１０はステーシ
ョンの接続要請に応じて接続設定を行う。一実施例によると、プロセッサ２１０は通信部
２２０から送受信される無線信号を変復調するモデム、または変復調部である。プロセッ
サ２１０は、本発明の実施例によるＡＰ２００の無線信号送受信の各種動作を制御する。
それに関する詳しい実施例は後述する。
【００６０】
　図５は、ＳＴＡがＡＰとリンクを設定する過程を概略的に示す図である。
【００６１】
　図５を参照すると、ＳＴＡ１００とＡＰ２００間のリンクは大きくスキャニング（ｓａ
ｎｎｉｎｇ）、認証（ａｕｔｈｅｎｔｉｃａｔｉｏｎ）、及び結合（ａｓｓｏｃｉａｔｉ
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ｏｎ）の３つのステップを介して設定される。まず、スキャニングステップは、ＡＰ２０
０が運営するＢＳＳの接続情報をＳＴＡ１００が獲得するステップである。スキャニング
を行うための方法としては、ＡＰ２００が周期的に伝送するビーコン（ｂｅａｃｏｎ）メ
ッセージＳ１０１のみを活用して情報を獲得するパッシブスキャニング（ｐａｓｓｉｖｅ
　ｓａｎｎｉｎｇ）方法と、ＳＴＡ１００がＡＰにプローブ要請（ｐｒｏｂｅ　ｒｅｑｕ
ｅｓｔ）を伝送しＳ１０３、ＡＰからプローブ応答（ｐｒｏｂｅ　ｒｅｓｐｏｎｓｅ）を
受信してＳ１０５、接続情報を獲得するアクティブスキャニング（ａｃｔｉｖｅ　ｓａｎ
ｎｉｎｇ）方法がある。
【００６２】
　スキャニングステップにおいて無線接続情報の受信に成功したＳＴＡ１００は、認証要
請（ａｕｔｈｅｎｔｉｃａｔｉｏｎ　ｒｅｑｕｅｓｔ）を伝送しＳ１０７ａ、ＡＰ２００
から認証応答（ａｕｔｈｅｎｔｉｃａｔｉｏｎ　ｒｅｓｐｏｎｓｅ）を受信してＳ１０７
ｂ、認証ステップを行う。認証ステップが行われた後、ＳＴＡ１００は結合要請（ａｓｓ
ｏｃｉａｔｉｏｎ　ｒｅｑｕｅｓｔ）を伝送しＳ１０９ａ、ＡＰ２００から結合応答（ａ
ｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ　ｒｅｓｐｏｎｓｅ）を受信してＳ１０９ｂ、結合ステップを行う
。本明細書において、結合とは基本的に無線結合を意味するが、本発明はこれに限らず、
広い意味での結合は無線結合及び有線結合を全て含む。
【００６３】
　一方、追加に８０２．１Ｘ基盤の認証ステップＳ１１１、及びＤＨＣＰを介したＩＰア
ドレス獲得ステップＳ１１３が行われる。図５において、サーバ３００はＳＴＡ１００と
８０２．１Ｘ基盤の認証を処理するサーバであって、ＡＰ２００に物理的に結合されて存
在するか、別途のサーバとして存在してもよい。
【００６４】
　図６は、無線ＬＡＮ通信で使用されるＣＳＭＡ／ＣＡ方法を示す図である。
【００６５】
　無線ＬＡＮ通信を行う端末は、データを伝送する前にキャリアセンシング（Ｃａｒｒｉ
ｅｒ　Ｓｅｎｓｉｎｇ）を行ってチャネルが占有状態（ｂｕｓｙ)であるのか否かをチェ
ックする。もし、一定強度以上の無線信号が感知される場合、該当チャネルが占有状態で
あると判別し、前記端末は該当チャネルに対するアクセスを遅延する。このような過程を
クリアチャネル割当（Ｃｌｅａｒ　Ｃｈａｎｎｅｌ　Ａｓｓｅｓｓｍｅｎｔ、ＣＣＡ）と
いい、該当信号感知有無を決定するレベルをＣＣＡ臨界値（ＣＣＡ　ｔｈｒｅｓｈｏｌｄ
)という。もし端末に受信されたＣＣＡ臨界値以上の無線信号が該当端末を受信者とする
場合、端末は受信された無線信号を処理するようになる。一方、該当チャネルで無線信号
が感知されないかＣＣＡ臨界値より小さい強度の無線信号が感知される場合、前記チャネ
ルは遊休状態（ｉｄｌｅ)と判別される。
【００６６】
　チャネルが遊休状態と判別されると、伝送するデータがある各端末は、各端末の状況に
応じたＩＦＳ（Ｉｎｔｅｒ　Ｆｒａｍｅ　Ｓｐａｃｅ）、例えば、ＡＩＦＳ（Ａｒｂｉｔ
ｒａｔｉｏｎ　ＩＦＳ）、ＰＩＦＳ（ＰＣＦ　ＩＦＳ）などの時間の後にバックオフ手順
を行う。実施例によって、前記ＡＩＦＳは従来のＤＩＦＳ（ＤＣＦ　ＩＦＳ）に代替する
構成で使用されてもよい。各端末は、該当端末に決定された乱数（ｒａｎｄｏｍ　ｎｕｍ
ｂｅｒ)だけのスロットタイムを前記チャネルの遊休状態の間隔（ｉｎｔｅｒｖａｌ)の間
に減少させながら待機するが、スロットタイムを全て消尽した端末が該当チャネルに対す
るアクセスを試みるようになる。このように、各端末がバックオフ手順を行う区間を競争
ウィンドウ区間という。
【００６７】
　もし、特定端末が前記チャネルへのアクセスに成功すると、該当端末は前記チャネルを
介してデータを伝送する。しかし、アクセスを試みた端末が他の端末と衝突すると、衝突
した端末はそれぞれ新たな乱数を割り当てられて更にバックオフ手順を行う。一実施例に
よると、各端末に新たに割り当てられる乱数は、該当端末が以前に割り当てられた乱数の
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範囲（競争ウィンドウ、ＣＷ）の２倍の範囲（２＊ＣＷ）内で決定される。一方、各端末
は次の競争ウィンドウ区間で更にバックオフを行ってアクセスを試みるが、この際、各端
末は以前の競争ウィンドウ区間で残ったスロットタイムからバックオフ手順を行う。この
ような方法で、無線ＬＡＮ通信を行う各端末は特定チャネルに関する互いの衝突を回避す
ることができる。
【００６８】
　図７は、本発明の一実施例によるＶＨＴ－ＳＩＧ－Ａ１とＶＨＴ－ＳＩＧ－Ａ２の構造
を示す図である。ＶＨＴ　ＰＰＤＵ（ＰＨＹ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ　Ｄａｔａ　Ｕｎｉｔ）
のプリアンブルはＶＨＴ－ＳＩＧ－Ａフィールドを含み、ＶＨＴ－ＳＩＧ－ＡはＶＨＴ－
ＳＩＧ－Ａ１及びＶＨＴ－ＳＩＧ－Ａ２からなる。ＶＨＴ－ＳＩＧ－Ａ１及びＶＨＴ－Ｓ
ＩＧ－Ａ２は、ＶＨＴ　ＰＰＤＵを解釈するのに必要な情報を伝達する。
【００６９】
　図７を参照すると、ＳＵ（ｓｉｎｇｌｅ－ｕｓｅｒ）　ＰＰＤＵのＶＨＴ－ＳＩＧ－Ａ
１は９－ｂｉｔｓの部分ＡＩＤフィールドを含む。部分ＡＩＤフィールドは、該当ＰＳＤ
Ｕの意図された受信者に対する縮約した情報を示す。ＶＨＴ－ＳＩＧ－Ａ１グループのＩ
Ｄフィールドは、ＳＵ　ＰＰＤＵであれば０または６３に設定され、ＭＵ（ｍｕｌｔｉ－
ｕｓｅｒ）　ＰＰＤＵであればそれ以外の値に設定される。端末は受信されたＶＨＴ　Ｐ
ＰＤＵの部分ＡＩＤ（または、部分ＡＩＤ及びグループＩＤ）を確認し、該当ＰＰＤＵの
意図された受信者が前記端末でなければデコーディングを中断する。
【００７０】
　以下、各図面を参照して、本発明の実施例による部分ＡＩＤ及びＡＩＤ設定方法を説明
する。説明の便宜上、各数式及び記号を定義すると以下のようである。本発明の実施例に
よると、それぞれの数式において「［］」と「（）」はそれぞれ置換されて使用されても
よく、同じ意味を有する。
【００７１】
　－Ａ［ｂ：ｃ］は、「Ａ」のビットｂからビットｃまでのビットを示す。本発明の実施
例によると、「Ａ」の最初のビットは０であってもよく、Ａ［ｂ：ｃ］は「Ａ」のｂ＋１
番目のビットからｃ＋１番目のビットを示す。
【００７２】
　－ｄｅｃ（Ａ［ｂ：ｃ］）は、「Ａ」のビットｂからビットｃを十進数で表した値を示
す。この際、「Ａ」のビットｂの値は２＾０にスケーリングされ、「Ａ」のビットｃの値
は２＾（ｃ－ｂ）にスケーリングされる。ｄｅｃ（Ａ［ｂ：ｃ］）とＡ［ｂ：ｃ］は情報
の表現方式のみ異なるだけで、実質的に同じ値を示す。
【００７３】
　－ｂｉｎ［ｘ，Ｎ］は、「ｘ」をＮビットの二進数で表した値を示す。
【００７４】
　－Ｂ（Ｘ）は、ビット位置Ｘのビットを示す。
【００７５】
　－ＸＯＲは、ビット間の排他的論理合を指す。
【００７６】
　－Ａ　ｍｏｄ　Ｘは、「Ａ」をモデューロ（ｍｏｄｕｌｏ）　Ｘ演算した結果を示す。
本発明の実施例によると、Ａが負数であってもＡ　ｍｏｄ　Ｘの結果値は正数である。例
えば、５　ｍｏｄ　３は２であり、－５　ｍｏｄ　３は１である。
【００７７】
　図８は、本発明の一実施例によるグループＩＤ及び部分ＡＩＤの設定方法を示す表であ
る。
【００７８】
　まず、ＡＰに向かうＰＰＤＵまたはＰＳＤＵにおいて、グループＩＤは０に、部分ＡＩ
ＤはＢＳＳＩＤ［３９：４７］に設定される。ＢＳＳＩＤは該当ＰＰＤＵまたはＰＳＤＵ
を伝送する端末が属するＢＳＳの識別子を示す。このように、ＢＳＳＩＤの一部の情報が
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上りフレームの部分ＡＩＤと設定されるため、上りフレームの部分ＡＩＤはＢＳＳ識別力
を有するようになる。
【００７９】
　次に、メッシュＳＴＡに向かうＰＰＤＵまたはＳＰＤＵにおいて、グループＩＤは０に
、部分ＡＩＤはＲＡ［３９：４７］に設定される。ＲＡは、該当ＰＰＤＵまたはＰＳＤＵ
の受信者アドレスを示す。
【００８０】
　本発明の実施例によると、以下のような条件のＰＰＤＵまたはＰＳＤＵにおいて、グル
ープＩＤは６３に、部分ＡＩＤ（以下、ＰＡＩＤ）は下記数式１のように設定される。i
）ＡＰによって伝送され、該当ＡＰに結合されたＳＴＡに向かうＰＰＤＵまたはＰＳＤＵ
（つまり、下りフレーム）。ii）ＤＬＳ（Ｄｉｒｅｃｔ　Ｌｉｎｋ　Ｓｅｔｕｐ）　ＳＴ
ＡまたはＴＤＬＳ（Ｔｕｎｎｅｌｅｄ　Ｄｉｒｅｃｔ　Ｌｉｎｋ　Ｓｅｔｕｐ) ＳＴＡに
よって、ＤＬＳまたはＴＤＬＳピア（ｐｅｅｒ）　ＳＴＡに対する直接経路で伝送される
ＰＰＤＵまたはＰＳＤＵ。
【００８１】
【数３】

【００８２】
　つまり、ＰＡＩＤはＡＩＤ情報及びＢＳＳＩＤ情報の組み合わせによって決定される。
より詳しくは、ＰＡＩＤはＡＩＤの一部のビット値にＢＳＳＩＤの一部ビットの排他的論
理合を加えた値に基づいて決定される。このようなＡＩＤ情報とＢＳＳＩＤ情報の合算過
程において、下りフレームのＰＡＩＤはＡＩＤの設定規則に従って、意図された受信者で
はないＳＴＡに対してＢＳＳ識別力を失う恐れがある。一方、前記列挙された条件の以外
の場合は、グループＩＤは６３に、部分ＡＩＤは０に設定される。
【００８３】
　このように設定されたグループＩＤ情報及びＰＡＩＤ情報は、ＶＨＴ　ＰＰＤＵのＶＨ
Ｔ－ＳＩＧに挿入される。ＶＨＴ　ＰＰＤＵを伝送するＡＰはＡＩＤ情報及びＢＳＳＩＤ
情報を利用してＰＡＩＤを決定し、決定されたＰＡＩＤ情報をＶＨＴ－ＳＩＧに挿入して
伝送する。この際、ＡＩＤ情報は該当ＰＰＤＵの意図された受信者に割り当てられたＡＩ
Ｄの一部のビット値を指す。また、ＢＳＳＩＤ情報は該当ＰＰＤＵを伝送するＡＰ及びそ
の受信者が属するＢＳＳのＢＳＳＩＤに基づく値を指す。ＢＳＳＩＤに基づく値は、ＢＳ
ＳＩＤの一部のビットの排他的論理合を示す。より詳しくは、ＢＳＳＩＤに基づく値は、
ＢＳＳＩＤの第１予め設定されたＫ－ビット（ら）と第２予め設定されたＫ－ビット（ら
）の排他的論理合を示す。数式１の実施例のように、Ｋは４に設定され、第１予め設定さ
れたＫ－ビットはビット４４からビット４７までのビットを指し、第２予め設定されたＫ
－ビットはビット４０からビット４３までのビットを指す。以下、本発明の実施例ではＰ
ＡＩＤ設定のために使用されるＢＳＳＩＤに基づく値を「ＢＳＳＩＤに基づくＫ－ビット
値」と称する。一方、ＰＡＩＤはＡＩＤに従属して決定されるため、ＡＩＤ割当方法に応
じて異なる値に決定され得る。
【００８４】
　ＡＰがＳＴＡにＶＨＴ　ＰＰＤＵを伝送すれば、ＡＰはＳＴＡのＡＩＤ情報及びＢＳＳ
ＩＤに基づくＫ－ビット値を利用してＰＡＩＤを設定する。この際、ＳＴＡのＡＩＤは以
下で説明する本発明の実施例のうちいずれか一つによって設定される。ＡＰは設定された
ＰＡＩＤ情報をＶＨＴ　ＰＰＤＵのプリアンブルに挿入して伝送する。この際、ＰＡＩＤ
情報はＶＨＴ　ＰＰＤＵのＶＨＴ－ＳＩＧ－Ａに挿入される。
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【００８５】
　以下、図面及び数式を参照して、本発明の多様な実施例によるＡＩＤ割当方法を説明す
る。ＡＰは以下で説明する実施例のうち少なくとも一つの方法を利用して各ＳＴＡにＡＩ
Ｄを割り当てる。一実施例によると、ＡＰは以下の規則を介して決定されたＡＩＤをＶＨ
Ｔ　ＳＴＡに割り当てる。また、ＡＰは割り当てられたＡＩＤ情報をＡＰと結合された端
末に伝送する。各実施例において、以前の実施例と同じであるか相応する部分に対しては
重複した説明を省略する。
【００８６】
　数式２は、本発明の第１実施例によるＡＩＤ割当方法を示す。
【００８７】
【数４】

【００８８】
　ここで、Ｎは１から４までのいずれか一つの整数である。
【００８９】
　本発明の一実施例によると、ＡＩＤのビット８－Ｎ＋１からビット８までのビットが数
式２の規則に従って設定される。この際、ＢＳＢは部分ＢＳＳカラーまたはＢＳＳカラー
を指す。部分ＢＳＳカラーは該当ＢＳＳを運営するＡＰによって前記ＢＳＳに結合された
ＳＴＡに知らされる。数式２の実施例によると、ＡＩＤの予め設定されたＮ－ビット（ら
）はＢＣＢ情報及びＢＳＳＩＤ情報を利用して決定される。ＢＣＢ情報は部分ＢＳＳカラ
ー値であり、ＢＳＳカラーの最小有効Ｎ－ビット（ら）の値を示す。但し、本発明はこれ
に限らず、ＢＣＢ情報はＢＳＳカラーの最大有効Ｎ－ビット（ら）の値を示してもよい。
ＢＳＳＩＤ情報は、ＡＩＤを割り当てるＡＰが運営するＢＳＳのＢＳＳＩＤに基づく値を
指す。ＢＳＳＩＤに基づく値は、ＢＳＳＩＤの一部のビットの排他的論理合を示す。より
詳しくは、ＢＳＳＩＤに基づく値は、ＢＳＳＩＤの第１予め設定されたＮ－ビット（ら）
とＢＳＳＩＤの第２予め設定されたＮ－ビット（ら）の排他的論理合を示す。数式２の実
施例によると、第１予め設定されたＮ－ビット（ら）はビット４７－Ｎ＋１からビット４
７までのビット（ら）を指し、第２予め設定されたＮ－ビット（ら）はビット４３－Ｎ＋
１からビット４３までのビット（ら）を指す。以下、本発明の実施例では、ＡＩＤ割当の
ために使用されるＢＳＳＩＤに基づく値を「ＢＳＳＩＤに基づくＮ－ビット値」と称する
。
【００９０】
　このようにＡＩＤが割り当てられると、数式１の実施例によって決定されたＰＡＩＤの
予め設定されたビット、つまり、ＰＡＩＤ（８－Ｎ＋１：８）がＢＳＳ識別力を有するよ
うになる。ＰＡＩＤがＢＳＳ識別力を有するようになれば、ノンレガシー端末は受信され
たフレームのＰＡＩＤ情報に基づいて該当フレームがＢＳＳ内フレームであるのかまたは
ＢＳＳ外フレームであるのかを判断する。本発明の実施例において、ノンレガシー端末は
次世帯無線ＬＡＮ標準（つまり、ＩＥＥＥ　８０２．１１ａｘ）に従う端末を指す。また
、ｉｎｔｒａ－ＢＳＳフレームは同じＢＳＳに属する端末から伝送されたフレームを指し
、ｉｎｔｅｒ－ＢＳＳフレームは他のＢＳＳに属する端末から伝送されたフレームを指す
。
【００９１】
　ノンレガシー端末は、ＢＳＳ識別のための情報、例えば、ＢＳＳカラー、部分ＢＳＳカ
ラー、ＭＡＣアドレスなどを利用してｉｎｔｒａ－ＢＳＳフレームとｉｎｔｅｒ－ＢＳＳ
フレームの判断を行う。部分ＢＳＳカラーは数式２のＢＣＢ値を指す。本発明の一実施例
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によると、ＡＩＤが特定規則に従って割り当てられれば、前記数式１によるＰＡＩＤの予
め設定されたビットから部分ＢＳＳカラー情報が抽出される。この際、ＰＡＩＤの予め設
定されたビットは、ＰＡＩＤの上位Ｎ－ビット、つまり、ＰＡＩＤ（８－Ｎ＋１：８）を
指す。
【００９２】
　ノンレガシー端末は、受信されたフレームがｉｎｔｒａ－ＢＳＳフレームであるのか否
かに応じて互いに異なる動作を行う。つまり、受信されたフレームがｉｎｔｒａ－ＢＳＳ
フレームと判断されれば、端末は第１動作を行う。また、受信されたフレームがｉｎｔｅ
ｒ－ＢＳＳフレームと判断されれば、端末は第１動作とは異なる第２動作を行う。本発明
の実施例によると、第１動作と第２動作は多様に設定される。
【００９３】
　一実施例によると、端末は、受信されたフレームがｉｎｔｒａ－ＢＳＳフレームである
のか否かに応じて互いに異なる臨界値に基づいてチャネル接近を行う。より詳しくは、受
信されたフレームがｉｎｔｒａ－ＢＳＳフレームと判断されれば、端末は第１ＣＣＡ臨界
値に基づいてチャネルに接近する（第１動作）。つまり、端末は第１ＣＣＡ臨界値に基づ
いてＣＣＡを行い、前記ＣＣＡの遂行結果に基づいてチャネルの占有可否を判断する。一
方、受信されたフレームがｉｎｔｅｒ－ＢＳＳフレームと判断されれば、端末は第１ＣＣ
Ａ臨界値と区別された第２ＣＣＡ臨界値に基づいてチャネルに接近する（第２動作）。つ
まり、端末は第１ＣＣＡ臨界値及び第２ＣＣＡ臨界値の両方に基づいてチャネルの占有可
否を判断する。本発明の実施例によると、第２ＣＣＡ臨界値はｉｎｔｅｒ－ＢＳＳフレー
ムの受信信号強度に応じてチャネルの占有可否を判断するために設定されたＯＢＳＳ（Ｏ
ｖｅｒｌａｐｐｉｎｇ　Ｂａｓｉｃ　Ｓｅｒｖｉｃｅ　Ｓｅｔ）　ＰＤレベルである。こ
の際、第２ＣＣＡ臨界値は、第１ＣＣＡ臨界値以上の値を有する。
【００９４】
　他の実施例によると、端末は、受信されたフレームがｉｎｔｒａ－ＢＳＳフレームであ
るのか否かにう応じて互いに異なるＮＡＶを設定またはアップデートする。より詳しくは
、受信されたフレームがｉｎｔｒａ－ＢＳＳフレームと判断されれば、端末は該当フレー
ムのデュレーション（ｄｕｒａｔｉｏｎ）情報に基づいて第１ＮＡＶを設定またはアップ
デートする（第１動作）。この際、第１ＮＡＶはｉｎｔｒａ－ＢＳＳフレームを保護する
ために管理されるｉｎｔｒａ－ＢＳＳ　ＮＡＶであってもよい。一方、受信されたフレー
ムがｉｎｔｅｒ－ＢＳＳフレームと判断されれば、端末は該当フレームのデュレーション
情報に基づいて第２ＮＡＶを設定またはアップデートする（第２動作）。この際、第２Ｎ
ＡＶはｉｎｔｅｒ－ＢＳＳフレームを保護するために管理されるベーシックＮＡＶであっ
てもよい。
【００９５】
　本発明の実施例によると、受信されたフレームがＶＨＴ　ＰＰＤＵであれば、ノンレガ
シー端末は該当フレームのプリアンブル（つまり、ＶＨＴ－ＳＩＧ－Ａ）からグループＩ
Ｄ情報及びＰＡＩＤ情報を抽出する。抽出されたグループＩＤ情報が予め設定された値（
例えば、６３）であれば、ノンレガシー端末は抽出されたＰＡＩＤ情報に基づいて前記フ
レームがｉｎｔｒａ－ＢＳＳフレームであるのかまたはｉｎｔｅｒ－ＢＳＳフレームであ
るのかを判断する。より詳しくは、端末は抽出されたＰＡＩＤ情報を端末の結合されたＢ
ＳＳを識別するための情報と比較して、ｉｎｔｒａ－ＢＳＳフレームとｉｎｔｅｒ－ＢＳ
Ｓフレームの判断を行う。後述するように、端末の結合されたＢＳＳを識別するための情
報は、実施例によって端末のＰＡＩＤ、端末が結合されたＡＰが知らせてくれたＢＳＳカ
ラー、端末が結合されたＡＰが知らせてくれた部分ＢＳＳカラーなどを含む。一方、予め
設定された値（つまり、６３）のグループＩＤ情報は、該当フレームが下りフレームであ
ることを指示する。
【００９６】
　一方、数式２の規則に従ってＡＩＤが割り当てられると、該当ＢＳＳは多重ＢＳＳのＡ
ＩＤ候補のうち、ＡＩＤ（８－Ｎ＋１：８）が数式２の規則に従わない値をＡＩＤ値とし
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て使用しないようになる。本発明の一実施例によると、使用されないＡＩＤ値はＳＴＡの
グループを指すのに使用される。より詳しくは、数式２の規則に従わないＡＩＤ値は、Ｓ
ＴＡのグループを指す識別子として黙示的にまたは明示的に指定される。ＳＴＡのグルー
プを指す識別子は、ＨＥ（Ｈｉｇｈ－Ｅｆｆｉｃｉｅｎｃｙ）　ＭＵ　ＰＰＤＵのＨＥ－
ＳＩＧ－ＢのユーザフィールドにＳＴＡ－ＩＤ値として挿入される。前記識別子が指すグ
ループのＳＴＡは、該当リソースユニットをデコーティングする。
【００９７】
　図９は、本発明の一実施例によるノンレガシーエレメント（ｅｌｅｍｅｎｔ)フォーマ
ットを示す図である。ＡＰは、図９に示したエレメントを利用してＳＴＡに部分ＢＳＳカ
ラー情報を知らせる。ノンレガシーエレメントは、ビーコンフレーム、プローブ要請フレ
ーム、プローブ応答フレーム、結合要請フレーム、結合応答フレーム、再結合要請フレー
ム、再結合応答フレームなどに含まれる。また、ノンレガシーエレメントは該当エレメン
トを単独に含むフレームを介して伝送されてもよい。
【００９８】
　図９を参照すると、ノンレガシーエレメントは「エレメントＩＤ」フィールド、「長さ
」フィールド、及び「部分ＢＳＳカラー情報」フィールドを含む。「エレメントＩＤ」フ
ィールドは、該当エレメントのタイプ（例えば、「部分ＢＳＳカラー情報エレメント」）
を指示する。「長さ」フィールドは、該当エレメントの情報を示す。「部分ＢＳＳカラー
情報」フィールドは、「ＡＩＤに使用される部分ＢＳＳカラービット個数」フィールド、
「部分ＢＳＳカラービット」フィールド、及び予約済みフィールドを含む。一実施例によ
ると、「部分ＢＳＳカラー情報」フィールドは、３－ビットの「ＡＩＤに使用される部分
ＢＳＳカラービット個数」フィールドと４－ビットの「部分ＢＳＳカラービット」フィー
ルドを含む。
【００９９】
　「ＡＩＤに使用される部分ＢＳＳカラービット個数」フィールドは、ＡＩＤ割当に使用
される部分ＢＳＳカラーのビット個数Ｎを指示する。前記指示されたＮの値に応じて、Ｂ
ＳＳカラーの最小有効Ｎ－ビット（ら）がＡＩＤ決定に使用される。一実施例によると、
前記Ｎは１から最大の部分ＢＳＳカラービット個数（例えば、４）までのいずれか一つの
値を指示する。他の実施例によると、前記Ｎは０を追加に指示して、ＡＩＤ割当に部分Ｂ
ＳＳカラーが使用されないことを指示してもよい。もしＮが０を指示すれば、ＶＨＴ　Ｐ
ＰＤＵのＰＡＩＤ情報を利用したｉｎｔｒａ／ｉｎｔｅｒ－ＢＳＳフレームの判断方法が
使用されなくてもよい。本発明の一実施例によると、「ＡＩＤに使用される部分ＢＳＳカ
ラービット個数」フィールドの値、つまり、Ｎが０より大きい値に設定されれば、ＡＰ波
数式２の方法に従ってＡＩＤを割り当てる。
【０１００】
　「部分ＢＳＳカラービット」フィールドは、部分ＢＳＳカラーのビット値を示す。「部
分ＢＳＳカラービット」フィールドは、数式２のＢＣＢ値を示す。また、「部分ＢＳＳカ
ラービット」フィールドは、本発明の一実施例によってＡＩＤが決定される場合、数式１
によるＰＡＩＤ（８－Ｎ＋１：８）値で表される。一実施例によると、部分ＢＳＳカラー
ビットの値はＢＳＳカラーと独立して決定される。そのようにすることで、周辺ＢＳＳの
それと部分ＢＳＳカラー値が重なる問題を減らすことができる。他の実施例によると、部
分ＢＳＳカラービットの値はＢＳＳカラーに従属的に決定される。そのようにすることで
、ＢＳＳカラー情報を受信する受信者は、それに基づいて部分ＢＳＳカラービットの値を
推定することができる。本発明の実施例によると、「部分ＢＳＳカラービット」フィール
ドは「ＡＩＤに使用される部分ＢＳＳカラービット個数」フィールドの値に応じて可変的
に決定される。
【０１０１】
　本発明の実施例によると、部分ＢＳＳカラーは該当ＢＳＳを運営するＡＰによって設定
される。ＡＰは、ＢＳＳに結合されたＳＴＡに設定された部分ＢＳＳカラーを知らせる。
もし多重ＢＳＳＩＤセットが使用されれば、同じ多重ＢＳＳＩＤセットのＢＳＳは同じ部
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分ＢＳＳカラーを使用してもよい。
【０１０２】
　本発明の追加的な実施例によると、ＡＰは該当ＢＳＳからＡＩＤ割当に使用される部分
ＢＳＳカラーのビット個数Ｎの値を変更する。数式２の実施例によってＡＩＤが割り当て
られると、ＡＩＤ（８－Ｎ＋１：８）はＢＳＳ内で固定された値を有するようになる。よ
って、ビット個数Ｎが大きいほどＳＴＡに割り当てられるＡＩＤの数が減るようになる。
よって、ＡＰは設定されたビットの個数Ｎの値に応じてＡＩＤの割当を行う中、より多く
のＳＴＡとの結合を行うためにビットの個数Ｎを減らしてもよい。例えば、より多くのＳ
ＴＡと結合するために、ＡＰはビットの個数Ｎの値を１減らしてもよい。この際、従来使
用されていた部分ＢＳＳカラービットから最大有効ビット或いは最小有効ビットを差し引
いた残りのビットが、新たな部分ＢＳＳカラービットとして使用される。それだけでなく
、ＡＰは該当ＢＳＳで使用される部分ＢＳＳカラービット値を変更してもよい。前記のよ
うにＡＩＤ割当の使用される部分ＢＳＳカラーのビット個数Ｎ及び/または部分ＢＳＳカ
ラービット値を変更するために、ＡＰは図９に示したエレメントを伝送する。
【０１０３】
　図１０は、本発明の一実施例による部分ＡＩＤの算出過程を示す図である。図１０を参
照すると、数式１によるＰＡＩＤ算出過程において、図１０（ａ）のｄｅｃ（ＡＩＤ［０
：８］）（以下、「ＡＩＤの特定ビット情報」）と図１０（ｂ）のｄｅｃ（ＢＳＳＩＤ［
４４：４７］　ＸＯＲ　ＢＳＳＩＤ［４０：４３］）＊２＾５（以下、「ＢＳＳＩＤから
獲得された情報」）を足すようになる。この際、ＢＳＳＩＤから獲得された情報において
、Ｂ０からＢ４までの５つのビットは、２＾５の積によって全て０になる。
【０１０４】
　もし、数式２のＡＩＤ割当規則においてＮが４であれば、ＡＩＤ［５：８］は数式２の
規則に従ってＢＳＳ内で固定された値に決定される。よって、割り当てられたＡＩＤ値及
びＢＳＳＩＤ値に関係なく、ＢＳＳ内で単一のＰＡＩＤ（８－Ｎ＋１：８）値が決定され
る。しかし、数式２のＡＩＤ割当規則においてＮが４より小さければ、ＡＩＤ［５：８］
のうち少なくとも一部のビットは可変的な値に決定される。よって、割り当てられたＡＩ
Ｄ値及びＢＳＳＩＤ値に応じてＢＳＳ内で複数のＰＡＩＤ（８－Ｎ＋１：８）値が決定さ
れる。例えば、ＢＳＳＩＤから獲得された情報のＢ（８－Ｎ＋１－１）値が１であれば、
ＡＩＤの特定ビット情報とＢＳＳＩＤから獲得された情報を足す過程において、ＡＩＤの
特定ビット情報のＢ（８－Ｎ＋１－１）値に応じて桁数の切り上げが発生する可能性も、
発生しない可能性もある。このような曖昧性が解決されなければ、ｉｎｔｒａ－ＢＳＳフ
レームをｉｎｔｅｒ－ＢＳＳフレームに間違って判断するエラーが発生する恐れがある。
【０１０５】
　受信されたフレームのＰＡＩＤ情報に基づいてｉｎｔｒａ－ＢＳＳフレームとｉｎｔｅ
ｒ－ＢＳＳフレームの判断を行う場合、端末は受信されたフレームから抽出されたＰＡＩ
Ｄ情報と端末が結合されたＢＳＳに関するＰＡＩＤ情報が一致するのか否かを確認する。
ここで、ＰＡＩＤ情報は、ＰＡＩＤの予め設定されたビットを指す。より詳しくは、ＰＡ
ＩＤ情報はＰＡＩＤの上位Ｎ－ビット、つまり、ＰＡＩＤ（８－Ｎ＋１：８）を指す。も
し、受信されたフレームから抽出されたＰＡＩＤ情報が端末が結合されたＢＳＳに関する
ＰＡＩＤ情報と一致すれば、端末は受信されたフレームをｉｎｔｒａ－ＢＳＳフレームと
判断する。しかし、受信されたフレームから抽出されたＰＡＩＤ情報が端末が結合された
ＢＳＳに関するＰＡＩＤ情報と一致しなければ、端末は受信されたフレームをｉｎｔｅｒ
－ＢＳＳフレームと判断する。
【０１０６】
　一方、上述したＰＡＩＤ値決定の曖昧性による問題を解決するために、多様なＰＡＩＤ
比較方法が使用されもよい。一実施例によると、端末は受信されたフレームから抽出され
たＰＡＩＤ（８－Ｎ＋１：８）を端末が結合されたＢＳＳで可能な全てのＰＡＩＤ（８－
Ｎ＋１：８）と比較してｉｎｔｒａ／ｉｎｔｅｒ－ＢＳＳフレームの判断を行う。もし、
受信されたフレームから抽出されたＰＡＩＤ（８－Ｎ＋１：８）が端末が結合されたＢＳ
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Ｓで可能な全てのＰＡＩＤ（８－Ｎ＋１：８）のうちいずれか一つと一致すれば、端末は
受信されたフレームをｉｎｔｒａ－ＢＳＳフレームと判断する。しかし、受信されたフレ
ームから抽出されたＰＡＩＤ（８－Ｎ＋１：８）が端末が結合されたＢＳＳで可能な全て
のＰＡＩＤ（８－Ｎ＋１：８）のうちいずれとも一致しなければ、端末は受信されたフレ
ームをｉｎｔｅｒ－ＢＳＳフレームと判断する。本発明の実施例によると、このようなｉ
ｎｔｒａ－ＢＳＳフレームとｉｎｔｅｒ－ＢＳＳフレームの判断は、受信されたフレーム
のグループＩＤが予め設定された値（例えば、６３）である場合に行われる。
【０１０７】
　他の実施例によると、端末は受信されたフレームから抽出されたＰＡＩＤ（８－Ｎ＋１
：８）を、i）端末が結合されたＢＳＳのＰＡＩＤ（８－Ｎ＋１：８）、ii）端末が結合
されたＢＳＳのＰＡＩＤのＢ（８－Ｎ＋１）の位置に１を足したＰＡＩＤ’（８－Ｎ＋１
：８）、及びiii）端末が結合されたＢＳＳのＰＡＩＤのＢ（８－Ｎ＋１）の位置に１を
差し引いたＰＡＩＤ”（８－Ｎ＋１：８）と比較して、ｉｎｔｒａ／ｉｎｔｅｒ－ＢＳＳ
フレームの判断を行う。もし、受信されたフレームから抽出されたＰＡＩＤ（８－Ｎ＋１
：８）が前記i）、ii）、iii）のうちいずれか一つと一致すれば、端末は受信されたフレ
ームをｉｎｔｒａ－ＢＳＳフレームと判断する。しかし、受信されたフレームから抽出さ
れたＰＡＩＤ（８－Ｎ＋１：８）が前記i）、ii）、iii）のうちいずれとも一致しなけれ
ば、端末は受信されたフレームをｉｎｔｅｒ－ＢＳＳフレームと判断する。本発明の実施
例によると、このようなｉｎｔｒａ－ＢＳＳフレームとｉｎｔｅｒ－ＢＳＳフレームの判
断は、受信されたフレームのグループＩＤが予め設定された値（例えば、６３）である場
合に行われる。
【０１０８】
　上述したＰＡＩＤ値決定の曖昧性による問題を解決するために、ＡＩＤ割当の際に追加
的な規則が適用される。一実施例によると、ＡＩＤのＢ（８－Ｎ＋１－１）は常に０に設
定される。他の実施例によると、ＢＳＳＩＤから獲得された情報のＢ（８－Ｎ＋１－１）
値が０であれば、ＡＩＤのＢ（８－Ｎ＋１－１）は常に０に設定される。
【０１０９】
　一方、互いに異なるＢＳＳであっても部分ＢＳＳカラーは同じ値に設定される可能性が
ある。よって、部分ＢＳＳカラーに基づくｉｎｔｒａ／ｉｎｔｅｒ－ＢＳＳフレームの判
断結果とＭＡＣアドレスに基づくｎｔｒａ／ｉｎｔｅｒ－ＢＳＳフレームの判断結果が互
いに異なれば、ＭＡＣアドレスに基づく判断結果が部分ＢＳＳカラーに基づいた判断結果
より優先する。例えば、受信されたフレームが部分ＢＳＳカラーに基づいてｉｎｔｒａ－
ＢＳＳフレームと判断されるが、受信されたフレームがＭＡＣアドレスに基づいてｉｎｔ
ｅｒ－ＢＳＳフレームと判断されれば、端末は受信されたフレームをｉｎｔｅｒ－ＢＳＳ
フレームと判断する。また、本発明の実施例によると、受信されたフレームがｉｎｔｒａ
－ＢＳＳフレームと判断される条件と受信されたフレームがｉｎｔｅｒ－ＢＳＳフレーム
と判断される条件を全て満足すれば、端末は受信されたフレームをｉｎｔｅｒ－ＢＳＳフ
レームと判断する。
【０１１０】
　具体的な実施例として、受信されたフレームが部分ＢＳＳカラーに基づいてｉｎｔｒａ
－ＢＳＳフレームと判断されるが、受信されたフレームがＭＡＣアドレスに基づいてｉｎ
ｔｅｒ－ＢＳＳフレームと判断されれば、端末は上述したベーシックＮＡＶを設定または
アップデートする。端末は受信されたフレームのＭＡＣヘッダのデュレーションフィール
ド情報に基づいてベーシックＮＡＶを設定またはアップデートする。
【０１１１】
　図１１は、本発明の一実施例による部分ＡＩＤの算出過程をより詳細に示す図である。
ＡＰは、数式１の実施例によってＰＡＩＤを設定するが、図１１（ａ）及び図１１（ｂ）
はその過程を示す。図１１（ｂ）に示したように、ｘはＡＩＤのビット０からビット８ま
でのビット（つまり、ＡＩＤ［０：８］）を示し、ｙは（ＢＳＳＩＤ［４４：４７］　Ｘ
ＯＲ　ＢＳＳＩＤ［４０：４３］）＊２＾５を示す。ｚはｘとｙの和を示す。また、図１
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１（ｃ）は、数式２によるＡＩＤビット（８－Ｎ＋１）からビット８までのビット（つま
り、ＡＩＤ［８－Ｎ＋１：８］）の割当規則を示す。
【０１１２】
　図１１（ａ)乃至図１１（ｃ）を参照して、ＰＡＩＤが算出される過程を説明すると以
下のようである。図１１（ｃ）の規則に従ってＡＩＤが割り当てられると、ｘの上位Ｎ－
ビットは図１１（ｃ）の規則に従って割り当てられる。本発明の実施例によると、Ｎは１
から４までのいずれか一つの値であってもよい。しかし、本発明の他の実施例によると、
Ｎは０に指定され、図１１（ｃ）の規則に従うＡＩＤ割当方法及びＰＡＩＤを利用したｉ
ｎｔｒａ／ｉｎｔｅｒ－ＢＳＳフレームの判断方法が行われなくてもよい。Ｎは図９で説
明したノンレガシーエレメントを介して伝達されてもよいが、本発明はこれに限らない。
ｙの下位５－ビットは、図１１（ｂ）＊２＾５演算によって全て０に設定される（つまり
、「０００００」）。ｘとｙを合算してｚが算出され、ｚにｍｏｄ　２＾９演算を行って
ＰＡＩＤが算出される。ｍｏｄ演算はｘとｙの和でｚが算出される際にＢ８位置からＢ９
位置に桁数の切り上げが発生したら、その切り上げられた値を切り落とす役割をする。
【０１１３】
　本発明の実施例によると、ｘの上位Ｎ－ビットは図１１（ｃ）に示されたＡＩＤ割当規
則のように部分ＢＳＳカラー値とＢＳＳＩＤに基づくＮ－ビット値の組み合わせで決定さ
れる。よって、ｘの上位Ｎ－ビットはＢＳＳに従属的な値である。また、ｙはＢＳＳＩＤ
に基づくＫ－ビット値に応じて決定されるためＢＳＳに従属的な値である。よって、ＰＡ
ＩＤの上位Ｎ－ビットはＢＳＳに従属的な値になり得る。本発明の実施例によると、ＢＳ
Ｓ識別のための情報として部分ＢＳＳカラーが使用されてもよい。部分ＢＳＳカラーは図
１１（ｃ）のＡＩＤ割当規則に使用されるＢＣＢ［０：Ｎ－１］を指す。本発明の一実施
例によると、部分ＢＳＳカラーはＰＡＩＤの上位Ｎ－ビットによって示される。一方、本
発明の他の実施例によると、部分ＢＳＳカラーはｘの上位Ｎ－ビットを指してもよい。
【０１１４】
　一方、上述したようにｉｎｔｒａ－ＢＳＳフレームとｉｎｔｅｒ－ＢＳＳフレーム判断
の曖昧性が解決されなければ、ｉｎｔｒａ－ＢＳＳフレームがｉｎｔｅｒ－ＢＳＳフレー
ムと間違って判断されるエラーが発生する恐れがある。ｉｎｔｒａ－ＢＳＳフレームがｉ
ｎｔｅｒ－ＢＳＳフレームと間違って判断されれば、端末は上述した第２ＣＣＡ臨界値に
基づいてチャネルの占有可否を判断する。この際、第２ＣＣＡ臨界値は、ｉｎｔｒａ－Ｂ
ＳＳフレームに適用される第１ＣＣＡ臨界値より高い値に設定される。端末が第２ＣＣＡ
臨界値に基づいてチャネル接近を行えば、受信されるパケットに干渉を起こす恐れがある
。また、ＡＰは該当パケットを伝送中であるため、端末が伝送するパケットを受信するこ
とができなくなる。このように、端末のｉｎｔｒａ／ｉｎｔｅｒ－ＢＳＳフレーム判断エ
ラーはｉｎｔｒａ－ＢＳＳの動作を妨げる恐れがある。
【０１１５】
　よって、ｉｎｔｒａ－ＢＳＳフレームとｉｎｔｅｒ－ＢＳＳフレーム判断の曖昧性を解
決するための方法が必要である。以下、各図面を参照して、本発明の多様な実施例による
ｉｎｔｒａ－ＢＳＳフレームとｉｎｔｅｒ－ＢＳＳフレームの判断方法を説明する。それ
ぞれの実施例においては、受信されたフレームがＶＨＴ　ＰＰＤＵで、グループＩＤが６
３に設定されている（つまり、下りフレームである）状況を仮定する。
【０１１６】
　図１２は、本発明の第１実施例によるｉｎｔｒａ－ＢＳＳフレームとｉｎｔｅｒ－ＢＳ
Ｓフレームの判断方法を示す図である。本発明の一実施例によると、割り当てられたＡＩ
Ｄ値及びＢＳＳＩＤ値に応じてＢＳＳ内で複数のＰＡＩＤ（８－Ｎ＋１：８）値が決定さ
れる。よって、端末は受信されたフレームから抽出されたＰＡＩＤ（８－Ｎ＋１：８）を
端末が結合されたＢＳＳで可能な全てのＰＡＩＤ（８－Ｎ＋１：８）と比較し、ｉｎｔｒ
ａ／ｉｎｔｅｒ－ＢＳＳフレームの判断を行う。もし、受信されたフレームから抽出され
たＰＡＩＤ（８－Ｎ＋１：８）が端末が結合されたＢＳＳで可能な全てのＰＡＩＤ（８－
Ｎ＋１：８）のうちいずれか一つと一致すれば、端末は受信されたフレームをｉｎｔｒａ
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－ＢＳＳフレームと判断する。しかし、受信されたフレームから抽出されたＰＡＩＤ（８
－Ｎ＋１：８）が端末が結合されたＢＳＳで可能な全てのＰＡＩＤ（８－Ｎ＋１：８）の
うちいずれとも一致しなければ、端末は受信されたフレームをｉｎｔｅｒ－ＢＳＳフレー
ムと判断する。
【０１１７】
　図１２（ａ)及び図１２（ｂ）は、受信端末のＰＡＩＤ算出過程に基づいて、受信され
たフレームがｉｎｔｒａ－ＢＳＳフレームであるのか、またはｉｎｔｅｒ－ＢＳＳフレー
ムであるのかを判断する方法を示す。図１２（ａ）は、図１０及び図１１で説明した端末
のＰＡＩＤ算出過程において、Ｂ（８－Ｎ＋１－１）で桁数の切り上げが発生した場合の
判断方法を示す。また、図１２（ｂ）は、図１０及び図１１で説明した端末のＰＡＩＤ算
出過程において、Ｂ（８－Ｎ＋１－１）で桁数の切り上げが発生しない場合の判断方法を
示す。
【０１１８】
　まず、図１２（a)を参照すると、端末は無線フレームを受信し、受信されたフレームか
らＰＡＩＤ情報を抽出する（Ｓ１２１０）。この際、受信されたフレームからグループＩ
Ｄが共に抽出されるが、グループＩＤは６３であると仮定する。端末は、受信されたフレ
ームのＰＡＩＤ（８－Ｎ＋１：８）が以下のうちいずれか一つと一致するのかを判断する
（Ｓ１２２０）。ａ－i）端末のＰＡＩＤ（８－Ｎ＋１：８）、a－ii）端末のＰＡＩＤ（
８－Ｎ＋１：８）－１（８－Ｎ＋１）。ここで、１（８－Ｎ＋１）はＰＡＩＤのビット（
８－Ｎ＋１）の１を指す。図１２（ａ）の実施例の場合、端末のＰＡＩＤ算出過程で桁数
の切り上げが発生したため、端末のＰＡＩＤ（８－Ｎ＋１：８）から１を差し引いたＰＡ
ＩＤ’（８－Ｎ＋１：８）がＢＳＳに存在し得る。よって、端末は受信されたフレームの
ＰＡＩＤ（８－Ｎ＋１：８）が前記ａ－i）、ａ－ii）のうちいずれか一つと一致するの
か否かを判断する。もし、受信されたフレームから抽出されたＰＡＩＤ（８－Ｎ＋１：８
）が前記ａ－i）及びａ－ii）のうちいずれか一つと一致すれば、端末は受信されたフレ
ームをｉｎｔｒａ－ＢＳＳフレームと判断する（Ｓ１２３０）。しかし、受信されたフレ
ームから抽出されたＰＡＩＤ（８－Ｎ＋１：８）が前記ａ－i）及びａ－ii）のうちいず
れとも一致しなければ、端末は受信されたフレームをｉｎｔｅｒ－ＢＳＳフレームと判断
する（Ｓ１２３２）。
【０１１９】
　次に、図１２（ｂ）を参照すると、端末は無線フレームを受信し、受信されたフレーム
からＰＡＩＤ情報を抽出する（Ｓ１２６０）。この際、受信されたフレームからグループ
ＩＤが一緒に抽出されるが、グループＩＤは６３であると仮定する。端末は受信されたフ
レームのＰＡＩＤ（８－Ｎ＋１：８）が以下のうちいずれか一つと一致するのかを判断す
る（Ｓ１２７０）。ｂ－i）端末のＰＡＩＤ（８－Ｎ＋１：８）、ｂ－ii）端末のＰＡＩ
Ｄ（８－Ｎ＋１：８）＋１（８－Ｎ＋１）。ここで、１（８－Ｎ＋１）はＰＡＩＤのビッ
ト（８－Ｎ＋１）の１を指す。図１２（ｂ）の実施例の場合、端末のＰＡＩＤ算出過程で
桁数の切り上げが発生していないため、端末のＰＡＩＤ（８－Ｎ＋１：８）に１を足した
ＰＡＩＤ”（８－Ｎ＋１：８）がＢＳＳに存在し得る。よって、端末は、受信されたフレ
ームのＰＡＩＤ（８－Ｎ＋１：８）が前記ｂ－i）、ｂ－ii）のうちいずれか一つと一致
するのか否かを判断する。もし、受信されたフレームから抽出されたＰＡＩＤ（８－Ｎ＋
１：８）が前記ｂ－i）及びｂ－ii）のうちいずれか一つと一致すれば、端末は受信され
たフレームをｉｎｔｒａ－ＢＳＳフレームと判断する（Ｓ１２８０）。しかし、受信され
たフレームから抽出されたＰＡＩＤ（８－Ｎ＋１：８）が前記ｂ－i）及びｂ－ii）のう
ちいずれとも一致しなければ、端末は受信されたフレームをｉｎｔｅｒ－ＢＳＳフレーム
と判断する（Ｓ１２８２）。
【０１２０】
　図１３は、本発明の第２実施例によるｉｎｔｒａ－ＢＳＳフレームとｉｎｔｅｒ－ＢＳ
Ｓフレームの判断方法を示す図である。本発明の第２実施例によると、端末は受信された
フレームのＰＡＩＤ値及び端末が結合されたＢＳＳのＢＳＳＩＤに基づくＫ－ビット値を
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利用してｉｎｔｒａ／ｉｎｔｅｒ－ＢＳＳフレームを判断するための参照値Ｘ’を算出す
る。
【０１２１】
　より詳しくは、端末は無線通信フレームを受信し、受信されたフレームからＰＡＩＤ情
報を抽出する（Ｓ１３１０）。この際、受信されたフレームからグループＩＤが一緒に抽
出されるが、グループＩＤは６３であると仮定する。端末は、受信されたフレームのＰＡ
ＩＤ値と端末が結合されたＢＳＳのＢＳＳＩＤに基づくＫ－ビット値を利用して参照値Ｘ
’を算出する（Ｓ１３２０）。本発明の実施例において、参照値Ｘ’は、受信されたフレ
ームのＰＡＩＤ値及び端末が結合されたＢＳＳのＢＳＳＩＤに基づくＫ－ビット値の組み
合わせによって決定される。より詳しくは、参照値Ｘ’は受信されたフレームのＰＡＩＤ
値（つまり、図１１における（ｘ＋ｙ）　ｍｏｄ　２＾９）において、端末が結合された
ＢＳＳのＢＳＳＩＤに基づくＫ－ビット値と２＾５の積（つまり、ｙ’）を差し引いて算
出される。それに関する詳しい実施例は、図１４を参照して後述する。端末は、参照値Ｘ
’（８－Ｎ＋１：８）が端末のＡＩＤ（８－Ｎ＋１：８）と一致するのかを判断する（Ｓ
１３３０）。もし、参照値Ｘ’（８－Ｎ＋１：８）が端末のＡＩＤ（８－Ｎ＋１：８）と
一致すれば、端末は受信されたフレームをｉｎｔｒａ－ＢＳＳフレームと判断する（Ｓ１
３４０）。しかし、参照値Ｘ’（８－Ｎ＋１：８）が端末のＡＩＤ（８－Ｎ＋１：８）と
一致しなければ、端末は受信されたフレームをｉｎｔｅｒ－ＢＳＳフレームと判断する（
Ｓ１３４２）。
【０１２２】
　図１４は、本発明の実施例によってｉｎｔｒａ／ｉｎｔｅｒ－ＢＳＳフレームを判断す
るための参照値を算出する過程及び部分ＡＩＤを算出する過程を示す図である。図１４の
実施例において、各変数の定義は以下のようである。
【０１２３】
　－ＰＡＩＤは、受信されたフレームから抽出された部分ＡＩＤを示す。ＰＡＩＤは、受
信されたＶＨＴ　ＰＰＤＵのＶＨＴ－ＳＩＧ－Ａ１から抽出される。
【０１２４】
　－ｘは、フレームの意図された受信者のＡＩＤ（０：８）を示す。
【０１２５】
　－ｙは、フレームを送信した端末が属するＢＳＳの（ＢＳＳＩＤ［４４：４７］　ＸＯ
Ｒ　ＢＳＳＩＤ［４０：４３］）＊２＾５を示す。
【０１２６】
　－ｙ’は、フレームを受信した端末が結合されたＢＳＳの（ＢＳＳＩＤ［４４：４７］
　ＸＯＲ　ＢＳＳＩＤ［４０：４３］）＊２＾５を示す。
【０１２７】
　言い換えると、ｙはフレームを送信した端末が結合されたＢＳＳのＢＳＳＩＤに基づく
Ｋ－ビット値と２＾５積を示し、ｙ’はフレームを受信した端末が結合されたＢＳＳのＢ
ＳＳＩＤに基づくＫ－ビット値と２＾５の積を示す。図１４の実施例において、ｘ’は９
－ビットは二進数の値を示す。図１４（ａ)の実施例によって算出された値から、二進数
のｘ’を獲得するために別途のｂｉｎ［ｘ’，９］の演算が行われる。
【０１２８】
　まず、図１４（ａ)はｉｎｔｒａ／ｉｎｔｅｒ－ＢＳＳフレームを判断するための参照
値Ｘ’を算出する過程を示す。フレームを受信した端末は、受信されたフレームから抽出
されたＰＡＩＤとｙ’を比較する。もしＰＡＩＤ－ｙ’が０より小さければ（つまり、Ｃ
ａｓｅ　ＲＸ１）、端末はｘ’をＰＡＩＤ－ｙ’＋２＾９に設定する。しかし、ＰＡＩＤ
－ｙ’が０より大きいか同じであれば（つまり、Ｃａｓｅ　ＲＸ２）、端末はＸ’をＰＡ
ＩＤ－ｙ’に設定する。端末はこのように算出された参照値ｘ’を利用して、図１３の実
施例のようなｉｎｔｒａ／ｉｎｔｅｒ－ＢＳＳフレームの判断を行う。
【０１２９】
　次に、図１４（ｂ）は、ＰＰＤＵを送信する端末がＰＡＩＤを算出する過程を示す。図
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１１の実施例を参照すると、ＰＡＩＤは（ｘ＋ｙ）　ｍｏｄ　２＾９で算出される。ここ
で、ｘとｙは９－ビットの値であるため、ｘとｙはそれぞれ以下の条件を満足する。
０≦ｘ＜２＾９、０≦ｙ＜２＾９
【０１３０】
　よって、ｘ＋ｙは以下の条件を満足する。
０≦ｘ＋ｙ＜２＾１０
【０１３１】
　よって、本発明の実施例によると、ＰＡＩＤは以下のように算出される。もし、ｘ＋ｙ
が２＾９より大きいか同じであれば（つまり、Ｃａｓｅ　ＴＸ１）、ＰＡＩＤはｘ＋ｙ－
２＾９に設定される。しかし、ｘ＋ｙが２＾９より小さければ（つまり、Ｃａｓｅ　ＴＸ
２）、ＰＡＩＤはｘ＋ｙに設定される。
【０１３２】
　本発明の実施例によって参照値ｘ’が使用される場合、受信端末のｉｎｔｒａ／ｉｎｔ
ｅｒ－ＢＳＳフレームの判断過程を説明すると以下のようである。まず、端末が受信した
フレームがｉｎｔｒａ－ＢＳＳフレームであれば、受信端末は以下のように判断する。端
末がｉｎｔｒａ－ＢＳＳフレームを受信したら、ｙとｙ’は全て同じＢＳＳＩＤに基づい
て決定されるため、ｙ＝ｙ’を満足する。
【０１３３】
　Ａ－１）送信端末がＣａｓｅ　Ｔｘ１によってＰＡＩＤを算出する場合
　Ｃａｓｅ　Ｔｘ１の数式に従って、ＰＡＩＤ－ｙ＝ｘ－２＾９を満足する。この際、ｘ
は２＾９より小さい値であるため、ＰＡＩＤ－ｙ＜０である。ｙとｙ’の値が同じである
ためＰＡＩＤ－ｙ’＜０を満足し、受信端末はＣａｓｅ　Ｒｘ１によってｘ’を算出する
。この際、ｘ’は以下の数式を満足するようになる。
【０１３４】
【数５】

【０１３５】
　つまり、ｘ’＝ｘを満足し、ｘ’（８－Ｎ＋１：８）＝ｘ（８－Ｎ＋１：８）である。
各端末のＡＩＤが上述した規則に従って割り当てられれば、同じＢＳＳの端末は同じＡＩ
Ｄ（８－Ｎ＋１：８）値を有するようになる。よって、Ｘ’（８－Ｎ＋１：８）は受信端
末のＡＩＤ（８－Ｎ＋１：８）と一致するようになり、受信端末は該当フレームをｉｎｔ
ｒａ－ＢＳＳフレームと判断する。
【０１３６】
　Ａ－２）送信端末がＣａｓｅ　Ｔｘ２によってＰＡＩＤを算出する場合
　Ｃａｓｅ　Ｔｘ２の数式に従って、ＰＡＩＤ－ｙ＝ｘを満足する。この際、ｘは０より
大きいか同じ値であるため、ＰＡＩＤ－ｙ≧０である。ｙとｙ’の値が同じであるためＰ
ＡＩＤ－ｙ’≧０を満足し、受信端末はＣａｓｅ　Ｒｘ２によってｘ’を算出する。この
際、ｘ’は以下の数式を満足するようになる。
【０１３７】
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【数６】

【０１３８】
　つまり、ｘ’＝ｘを満足し、ｘ’（８－Ｎ＋１：８）＝ｘ（８－Ｎ＋１：８）である。
各端末のＡＩＤが上述した規則に従って割り当てられれば、同じＢＳＳの端末は同じＡＩ
Ｄ（８－Ｎ＋１：８）値を有するようになる。よって、Ｘ’（８－Ｎ＋１：８）は受信端
末のＡＩＤ（８－Ｎ＋１：８）と一致するようになり、受信端末は該当フレームをｉｎｔ
ｒａ－ＢＳＳフレームと判断する。
【０１３９】
　次に、端末が受信したフレームがｉｎｔｅｒ－ＢＳＳフレームであれば、受信端末は以
下のように判断する。端末がｉｎｔｅｒ－ＢＳＳフレームを受信したら、ｙとｙ’は互い
に異なるＢＳＳＩＤに基づいて決定されるため、ｙとｙ’は互いに異なる値を表す確立が
高い。
【０１４０】
　Ｂ－１）送信端末がＣａｓｅ　Ｔｘ１によってＰＡＩＤを算出し、受信端末がＣａｓｅ
　ＲＸ１によってｘ’を算出する場合
　この際、ｘ’は以下の数式を満足するようになる。
【０１４１】
【数７】

【０１４２】
　よって、ｙとｙ’が異なればｘ’とｘは異なる。ｙとｙ’の下位５－ビットは全て０で
あるため、ｘ’（５：８）とｘ（５：８）は互いに異なる。Ｎが４以下の値に設定されれ
ば、ｘ’（８－Ｎ＋１：８）はｘ’（５：８）の少なくとも一部のビットを指し、ｘ（８
－Ｎ＋１：８）はｘ（５：８）の少なくとも一部のビットを指す。よって、Ｘ’（８－Ｎ
＋１：８）とｘ（８－Ｎ＋１：８）が互いに異なる確率が高い。結果的に、ｘ’（８－Ｎ
＋１：８）は受信端末のＡＩＤ（８－Ｎ＋１：８）と異なる確率が高い。それによって、
受信端末は該当フレームをｉｎｔｅｒ－ＢＳＳフレームと判断する確率が高い。
【０１４３】
　Ｂ－２）送信端末がＣａｓｅ　Ｔｘ２によってＰＡＩＤを算出し、受信端末がＣａｓｅ
　ＲＸ１によってｘ’を算出する場合
　この際、ｘ’は以下の数式を満足するようになる。
【０１４４】

【数８】



(25) JP 6672525 B2 2020.3.25

10

20

30

40

50

【０１４５】
　この際、－２＾９＜ｙ－ｙ’＜２＾９を満足するため、ｙとｙ’が異なればｘ’とｘは
異なる。上述したように、ｘ’とｘが異なれば、Ｘ’（８－Ｎ＋１：８）とｘ（８－Ｎ＋
１：８）が互いに異なる確率が高い。結果的に、Ｘ’（８－Ｎ＋１：８）は受信端末のＡ
ＩＤ（８－Ｎ＋１：８）と異なる確率が高い。それによって、受信端末は該当フレームを
ｉｎｔｅｒ－ＢＳＳフレームと判断する確率が高い。
【０１４６】
　Ｂ－３）送信端末がＣａｓｅ　Ｔｘ１によってＰＡＩＤを算出し、受信端末がＣａｓｅ
　ＲＸ２によってｘ’を算出する場合
　この際、ｘ’は以下の数式を満足するようになる。
【０１４７】
【数９】

【０１４８】
　この際、－２＾９＜ｙ－ｙ’＜２＾９を満足するため、ｙとｙ’が異なればｘ’とｘは
異なる。上述したように、ｘ’とｘが異なれば、ｘ’（８－Ｎ＋１：８）とｘ（８－Ｎ＋
１：８）が互いに異なる確率が高い。結果的に、ｘ’（８－Ｎ＋１：８）は受信端末のＡ
ＩＤ（８－Ｎ＋１：８）と異なる確率が高い。それによって、受信端末は該当フレームを
ｉｎｔｅｒ－ＢＳＳフレームと判断する確率が高い。
【０１４９】
　Ｂ－４）送信端末がＣａｓｅ　Ｔｘ２によってＰＡＩＤを算出し、受信端末がＣａｓｅ
　ＲＸ２によってｘ’を算出する場合
　この際、ｘ’は以下の数式を満足するようになる。
【０１５０】

【数１０】

【０１５１】
　ｙとｙ’が異なれば、ｘ’とｘは異なる。上述したように、ｘ’とｘが異なれば、ｘ’
（８－Ｎ＋１：８）とｘ（８－Ｎ＋１：８）が互いに異なる確率が高い。結果的に、ｘ’
（８－Ｎ＋１：８）は受信端末のＡＩＤ（８－Ｎ＋１：８）と異なる確率が高い。それに
よって、受信端末は該当フレームをｉｎｔｅｒ－ＢＳＳフレームと判断する確率が高い。
【０１５２】
　一方、受信されたフレームのＰＡＩＤ（８－Ｎ＋１：８）と端末のＰＡＩＤ（８－Ｎ＋
１：８）を比較する判断方法は、ｉｎｔｅｒ－ＢＳＳフレームをｉｎｔｒａ－ＢＳＳフレ
ームに間違って判断する可能性と、ｉｎｔｒａ－ＢＳＳフレームをｉｎｔｅｒ－ＢＳＳフ
レームに間違って判断する可能性の両方を有する。しかし、図１３の実施例による判断方
法は、ｉｎｔｅｒ－ＢＳＳフレームをｉｎｔｒａ－ＢＳＳフレームに間違って判断する可
能性はあるが、ｉｎｔｒａ－ＢＳＳフレームをｉｎｔｅｒ－ＢＳＳフレームに間違って判
断する可能性はなくなる。
【０１５３】
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　本発明の追加的な実施例によると、端末はｘ’（８－Ｎ＋１：８）とｙ’（８－Ｎ＋１
：８）を利用して算出された値を部分ＢＳＳカラー値（つまり、ＢＣＢ情報）と比較して
、ｉｎｔｒａ／ｉｎｔｅｒ－ＢＳＳフレームの判断を行う。より詳しくは、ｘ’（８－Ｎ
＋１：８）－ｙ’（８－Ｎ＋１：８）の値が０より小さければ、端末はｘ’（８－Ｎ＋１
：８）－ｙ’（８－Ｎ＋１：８）＋２＾Ｎ値が端末に知られている部分ＢＳＳカラー値と
一致するのかを判断する。一致すれば端末は受信されたフレームをｉｎｔｒａ－ＢＳＳと
判断し、一致しなければ端末は受信されたフレームをｉｎｔｅｒ－ＢＳＳフレームと判断
する。一方、ｘ’（８－Ｎ＋１：８）－ｙ’（８－Ｎ＋１：８）の値が０より大きいか同
じであれば、端末はｘ’（８－Ｎ＋１：８）－ｙ’（８－Ｎ＋１：８）値が端末に知られ
ている部分ＢＳＳカラー値と一致するのかを判断する。一致すれば端末は受信されたフレ
ームをｉｎｔｒａ－ＢＳＳと判断し、一致しなければ端末は受信されたフレームをｉｎｔ
ｅｒ－ＢＳＳフレームと判断する。
【０１５４】
　上述した図１２乃至図１４の実施例による判断方法は、端末がＰＡＩＤ値決定の曖昧性
が存在することを確認すれば行われる。一実施例として、端末がＰＡＩＤ決定の曖昧性が
存在しないことを確認すれば、端末は受信されたフレームのＰＡＩＤ（８－Ｎ＋１：８）
を端末のＰＡＩＤ（８－Ｎ＋１：８）と比較してｉｎｔｒａ／ｉｎｔｅｒ－ＢＳＳフレー
ムの判断を行う。つまり、受信されたフレームから抽出されたＰＡＩＤ（８－Ｎ＋１：８
）が端末のＰＡＩＤ（８－Ｎ＋１：８）と一致すれば、端末は受信されたフレームをｉｎ
ｔｒａ－ＢＳＳフレームと判断する。しかし、受信されたフレームから抽出されたＰＡＩ
Ｄ（８－Ｎ＋１：８）が端末のＰＡＩＤ（８－Ｎ＋１：８）と一致しなければ、端末は受
信されたフレームをｉｎｔｅｒ－ＢＳＳフレームと判断する。
【０１５５】
　ＰＡＩＤ値決定の曖昧性が存在するのか否かは、多様な実施例によって端末に認知され
る。一実施例によると、ｙ（５：８－Ｎ＋１－１）が全て０であれば端末は曖昧性が存在
すると判断し、そうでなければ曖昧性が存在しないと判断する。他の実施例によると、Ｎ
＝４に設定されれば端末は曖昧性が存在しないと判断し、Ｎが１から３までのいずれか一
つの値であれば端末は曖昧性が存在すると判断する。ここで、ＮはＡＩＤ割当の際に使用
される部分ＢＳＳカラーのビット個数及びＢＳＳＩＤ情報のビット個数を示す。他の実施
例によると、端末は図１５及び図１６で説明される方法でＰＡＩＤ値決定の曖昧性が存在
するのか否かを認知する。
【０１５６】
　図１５は、本発明の他の実施例によるノンレガシーエレメントフォーマットを示す図で
ある。図１５のノンレガシーエレメントのフィールドのうち、図９で説明されたノンレガ
シーエレメントのフィールドと同じ部分に対しては重複した説明を省略する。
【０１５７】
　図１５を参照すると、ノンレガシーエレメントは「エレメントＩＤ」フィールド、「長
さ」フィールド、及び「部分ＢＳＳカラー情報」フィールドを含む。また、「部分ＢＳＳ
カラー情報」フィールドは、「ＡＩＤに使用される部分ＢＳＳカラービット個数」フィー
ルド、「部分ＢＳＳカラービット」フィールド、及び「曖昧性」フィールドを含む。一実
施例によると、「部分ＢＳＳカラー情報」フィールドは、３－ビットの「ＡＩＤに使用さ
れる部分ＢＳＳカラービット個数」フィールド、４－ビットの「部分ＢＳＳカラービット
」フィールド、及び１－ビットの「曖昧性」フィールドを含む。「曖昧性」フィールドは
フラッグ値を介してＰＡＩＤ値決定の曖昧性が存在し得るのか否かをシグナリングする。
【０１５８】
　図１６は、本発明の他の実施例による部分ＢＳＳカラービット個数情報及び曖昧性情報
シグなリング方法を示す図である。本発明の実施例によると、ノンレガシーエレメントの
「ＡＩＤに使用される部分ＢＳＳカラービット個数」フィールドは、上述した曖昧性が存
在し得るのか否かをシグナリングする。より詳しくは、「ＡＩＤに使用される部分ＢＳＳ
カラービット個数」フィールドは、予め設定されたインデックスを介して、ＡＩＤ割当に
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使用される部分ＢＳＳカラービット個数及び前記曖昧性が存在し得るのか否かを共に示す
。例えば、インデックス１乃至４はそれぞれＡＩＤ割当に使用される部分ＢＳＳカラービ
ット個数が１乃至４であり、前記曖昧性が存在しないことを示す。一方、ＡＩＤ割当に使
用される部分ＢＳＳカラービット個数が４であれば、ＰＡＩＤ値決定の曖昧性が存在しな
い。よって、インデックス５乃至７はそれぞれＡＩＤ割当に使用される部分ＢＳＳカラー
ビット個数が１乃至３であり、前記曖昧性が存在し得ることを追加的に示す。
【０１５９】
　図１７は、本発明の第２実施例によるＡＩＤ割当情報及びノンレガシーエレメントフォ
ーマットを示す図である。図１７（ａ)は本発明の他の実施例によるＡＩＤ割当方法を示
し、図１７（ｂ)はそれに対応するノンレガシーエレメントフォーマットを示す。
【０１６０】
　まず、図１７（ａ)を参照すると、本発明の第２実施例によるＡＩＤ割当方法は下記数
式９のように表される。
【０１６１】

【数１１】

【０１６２】
　ここで、Ｎは４である。
【０１６３】
　本発明の第２実施例によるＡＩＤ割当方法は数式２を介して説明した第１実施例による
ＡＩＤ割当方法と同じであるが、Ｎは４に限定される。より詳しくは、ＡＩＤの予め設定
されたＮ－ビットはＢＳＳカラーの最小有効Ｎ－ビット（ら）の値（つまり、部分ＢＳＳ
カラー値）とＢＳＳＩＤに基づくＮ－ビット値を利用して決定される。つまり、ＡＩＤの
予め設定されたＮ－ビットは、部分ＢＳＳカラーの最小有効Ｎ－ビット（ら）の値とＢＳ
ＳＩＤに基づくＮ－ビット値を合算した値にモデューロ演算して決定される。この際、Ａ
ＩＤの予め設定されたＮ－ビット（ら）はＡＩＤのビット８－Ｎ＋１からビット８までの
ビット（ら）であり、Ｎは４に設定される。上述した図１のＰＡＩＤ設定規則に従うと、
ＰＡＩＤ設定のために使用されるＢＳＳＩＤに基づく値の有効ビット個数Ｋは４に設定さ
れる。本発明の実施例によると、ＡＩＤ割当規則において、ＮがＰＡＩＤ設定時に使用さ
れるＫと同じ値である４に設定されることでＰＡＩＤ値決定の曖昧性が除去される。
【０１６４】
　図１７（ｂ）を参照すると、ノンレガシーエレメントの「部分ＢＳＳカラー情報」フィ
ールドは、１－ビットの「部分ＢＳＳカラービット指示」フィールド及び４－ビットの「
部分ＢＳＳカラービット」フィールドを含む。「部分ＢＳＳカラービット指示」フィール
ドは、該当ＢＳＳが部分ＢＳＳカラービットを利用したＡＩＤ割当規則を適用するのか否
かを指示する。前記フィールドが１に設定されると、Ｎ－ビット（ここで、Ｎは４）の部
分ＢＳＳカラー値がＡＩＤ割当に使用される。しかし、前記フィールドが０に設定される
と、ＡＩＤ割当に部分ＢＳＳカラーが使用されない。図１７の実施例によると、ＡＩＤ割
当に使用される部分ＢＳＳカラーのビット個数Ｎが固定されている。よって、ノンレガシ
ーエレメントは１－ビットの「部分ＢＳＳカラービット指示」フィールドを介して部分Ｂ
ＳＳカラーがＡＩＤ割当に使用されるのか否かを指示する。
【０１６５】
　本発明によるまた他の実施例によると、ノンレガシーエレメントの「部分ＢＳＳカラー
情報」フィールドは別途の「部分ＢＳＳカラービット指示」フィールドなしに「部分ＢＳ
Ｓカラービット」フィールドのみを含んでもよい。「部分ＢＳＳカラー情報」フィールド
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を介して「部分ＢＳＳカラービット」フィールド情報がシグなリングされると、該当ノン
レガシーエレメントを受信した端末は部分ＢＳＳカラー値がＡＩＤ割当に利用されたと認
知する。
【０１６６】
　図１８は、本発明の第３実施例によるＡＩＤ割当方法を示す図である。図１８を参照す
ると、第３実施例によるＡＩＤ割当方法は下記数式１０のように表される。
【０１６７】
【数１２】

【０１６８】
　ここで、Ｎは１から４までのいずれか一つの整数である。
【０１６９】
　本発明の第３実施例によると、ＡＩＤのビット８－Ｎ＋１からビット８までのビット（
ら）が数式１０の規則従って設定される。数式１０の実施例によると、ＡＩＤの予め設定
されたＮ－ビット（ら）はＢＳＢ情報からＢＳＳＩＤ情報を差し引いた値に基づいて決定
される。この際、ＡＩＤの予め設定されたＮ－ビット（ら）はＡＩＤのビット８－Ｎ＋１
からビット８までのビット（ら）である。より詳しくは、ＡＩＤの予め設定されたＮ－ビ
ット（ら）はＢＳＳカラーの最小有効Ｎ－ビット（ら）の値（つまり、部分ＢＳＳカラー
値）からＢＳＳＩＤに基づくＮ－ビット値を差し引いて決定される。ＢＳＳＩＤに基づく
Ｎ－ビット値は、ＢＳＳＩＤの第１予め設定されたＮ－ビット（ら）とＢＳＳＩＤの第２
予め設定されたＮ－ビット（ら）の排他的論理合を示す。数式１０の実施例において、第
１予め設定されたＮ－ビット（ら）はビット４７－Ｎ＋１からビット４７までのビット（
ら）を指し、第２予め設定されたＮ－ビット（ら）はビット４３－Ｎ＋１からビット４３
までのビット（ら）を指す。
【０１７０】
　もし、部分ＢＳＳカラー値からＢＳＳＩＤに基づくＮ－ビット値を差し引いた値が０よ
り小さければ、ＡＩＤの予め設定されたＮ－ビット（ら）は部分ＢＳＳカラー値からＢＳ
ＳＩＤに基づくＮ－ビット値を差し引いた値に２＾Ｎを合算して決定される。しかし、部
分ＢＳＳカラー値からＢＳＳＩＤに基づくＮ－ビット値を差し引いた値が０より大きいか
同じであれば、ＡＩＤの予め設定されたＮ－ビット（ら）は部分ＢＳＳカラー値からＢＳ
ＳＩＤに基づくＮ－ビット値を差し引いた値によって決定される。
【０１７１】
　数式１０の規則に従ってＡＩＤが割り当てられると、ＡＩＤの予め設定されたＮ－ビッ
ト（ら）及びそれに対応するＰＡＩＤの上位Ｎ－ビット（ら）はＢＳＳ識別力を有するよ
うになる。よって、受信されたフレームがＶＨＴ　ＰＰＤＵであれば（そして、受信され
たフレームから抽出されたグループＩＤが６３であれば）、端末は受信されたフレームか
ら抽出されたＰＡＩＤの上位Ｎ－ビット（ら）を端末に知られている部分ＢＳＳカラーと
比較してｉｎｔｒａ－ＢＳＳフレームとｉｎｔｅｒ－ＢＳＳフレームの判断を行う。もし
、ＰＡＩＤの上位Ｎ－ビット（ら）が端末に知られている部分ＢＳＳカラーと一致すれば
、端末は受信されたフレームをｉｎｔｒａ－ＢＳＳフレームと判断する。しかし、ＰＡＩ
Ｄの上位Ｎ－ビット（ら）が端末に知られている部分ＢＳＳカラーと一致しなければ、端
末は受信されたフレームをｉｎｔｅｒ－ＢＳＳフレームと判断する。
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【０１７２】
　図１９は、本発明の第４実施例によるＡＩＤ割当方法を示す図である。図１８を参照す
ると、本発明の第４実施例によるＡＩＤ割当方法は下記数式１１のように表される。
【０１７３】
【数１３】

【０１７４】
　ここで、Ｎは１から４までのいずれか一つの整数である。
【０１７５】
　本発明の第４実施例によると、ＡＩＤのビット５からビット５＋Ｎ－１までのビット（
ら）が数式１１の規則従って設定される。数式１１の実施例によると、ＡＩＤの予め設定
されたＮ－ビット（ら）はＢＳＳカラーの最小有効Ｎ－ビット（ら）の値（つまり、部分
ＢＳＳカラー値）とＢＳＳＩＤに基づくＮ－ビット値を合算した値にモデューロ演算して
決定される。この際、ＡＩＤの予め設定されたＮ－ビット（ら）はＡＩＤのビット５から
ビット５＋Ｎ－１までのビット（ら）である。ＢＳＳＩＤに基づくＮ－ビット値は、ＢＳ
ＳＩＤの第１予め設定されたＮ－ビット（ら）とＢＳＳＩＤの第２予め設定されたＮ－ビ
ット（ら）の排他的論理合を示す。数式１１の実施例において、第１予め設定されたＮ－
ビット（ら）はビット４４からビット４４＋Ｎ－１までのビット（ら）を指し、第２予め
設定されたＮ－ビット（ら）はビット４０からビット４０＋Ｎ－１までのビット（ら）を
指す。
【０１７６】
　図１１で上述したように、ＰＡＩＤ算出過程において、ｙの下位５－ビットは全て０に
設定される（つまり、「０００００」）。この際、数式１１の規則に従ってＡＩＤのビッ
ト５からビット５＋Ｎ－１までのビット（ら）が設定されると、ＰＡＩＤ（５：５＋Ｎ－
１）はＢＳＳ内で固定された値を有するようになる。よって、数式１１の規則に従ってＡ
ＩＤが割り当てられると、ＰＡＩＤ値決定の曖昧性が防止される。また、ＰＡＩＤの予め
設定されたビット、つまり、ＰＡＩＤ（５：５＋Ｎ－１）がＢＳＳ識別力を有するように
なる。よって、受信されたフレームがＶＨＴ　ＰＰＤＵであれば（そして、受信されたフ
レームから抽出されたグループＩＤが６３であれば）、端末は受信されたフレームから抽
出されたＰＡＩＤのＰＡＩＤ（５：５＋Ｎ－１）を端末が結合されたＢＳＳのＰＡＩＤ（
５：５＋Ｎ－１）と比較してｉｎｔｒａ－ＢＳＳフレームとｉｎｔｅｒ－ＢＳＳフレーム
の判断を行う。もし、受信されたフレームのＰＡＩＤ（５：５＋Ｎ－１）が端末が結合さ
れたＢＳＳのＰＡＩＤ（５：５＋Ｎ－１）と一致すれば、端末は受信されたフレームをｉ
ｎｔｒａ－ＢＳＳフレームと判断する。しかし、受信されたフレームのＰＡＩＤ（５：５
＋Ｎ－１）が端末が結合されたＢＳＳのＰＡＩＤ（５：５＋Ｎ－１）と一致しなければ、
端末は受信されたフレームをｉｎｔｅｒ－ＢＳＳフレームと判断する。
【０１７７】
　図２０及び図２１は、本発明の第５実施例によるＡＩＤ割当方法を示す図である。まず
、図２０を参照すると、本発明の第５実施例によるＡＩＤ割当方法は下記数式１２のよう
に表される。
【０１７８】
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【数１４】

【０１７９】
　ここで、Ｎは１から４までのいずれか一つの整数である。
【０１８０】
　本発明の第５実施例によると、ＡＩＤのビット５からビット５＋Ｎ－１までのビット（
ら）が数式１２の規則に従って設定される。数式１２の実施例によると、ＡＩＤの予め設
定されたＮ－ビット（ら）はＢＣＢ情報からＢＳＳＩＤ情報を差し引いた値に基づいて決
定される。より詳しくは、ＡＩＤの予め設定されたＮ－ビット（ら）はＢＳＳカラーの最
小有効Ｎ－ビット（ら）の値（つまり、部分ＢＳＳカラー値）からＢＳＳＩＤに基づくＮ
－ビット値を差し引いた値にモデューロ演算して決定される。この際、ＡＩＤの予め設定
されたＮ－ビット（ら）はＡＩＤのビット５からビット５＋Ｎ－１までのビット（ら）で
ある。ＢＳＳＩＤに基づくＮ－ビット値は、ＢＳＳＩＤの第１予め設定されたＮ－ビット
（ら）とＢＳＳＩＤの第２予め設定されたＮ－ビット（ら）の排他的論理合を示す。数式
１２の実施例において、第１予め設定されたＮ－ビット（ら）はビット４４からビット４
４＋Ｎ－１までのビット（ら）を指し、第２予め設定されたＮ－ビット（ら）はビット４
０からビット４０＋Ｎ－１までのビット（ら）を指す。
【０１８１】
　本発明の第５実施例によるＡＩＤ割当方法は、図２１及び下記数式１３のように表され
る。
【０１８２】
【数１５】

【０１８３】
　ここで、Ｎは１から４までのいずれか一つの整数である。
【０１８４】
　数式１３を参照すると、部分ＢＳＳカラー値からＢＳＳＩＤに基づくＮ－ビット値を差
し引いた値が０より小さければ、ＡＩＤの予め設定されたＮ－ビット（ら）は部分ＢＳＳ
カラー値からＢＳＳＩＤに基づくＮ－ビット値を差し引いた値に２＾Ｎを合算して決定さ
れる。しかし、部分ＢＳＳカラー値からＢＳＳＩＤに基づくＮ－ビット値を差し引いた値
が０より大きいか同じであれば、ＡＩＤの予め設定されたＮ－ビット（ら）は部分ＢＳＳ
カラー値からＢＳＳＩＤに基づくＮ－ビット値を差し引いた値によって決定される。
【０１８５】
　図１１で上述したように、ＰＡＩＤ算出過程において、ｙの下位５－ビットは全て０に
設定される（つまり、「０００００」）。この際、数式１２及び数式１３の規則に従って
、ＡＩＤのビット５からビット５＋Ｎ－１までのビット（ら）が設定されると、ＰＡＩＤ
［５：５＋Ｎ－１］はＢＳＳ内で固定された値を有するようになる。よって、数式１２及



(31) JP 6672525 B2 2020.3.25

10

20

30

40

50

び数式１３の規則に従ってＡＩＤが割り当てられると、ＰＡＩＤ値決定の曖昧性が防止さ
れる。
【０１８６】
　また、数式１２及び数式１３の規則に従ってＡＩＤが割り当てられると、数式１の実施
例によってＰＡＩＤを設定する際にＢＳＳＩＤに基づくＫ－ビット値（つまり、図１１の
ｙ）の少なくとも一部がＢＳＳＩＤに基づくＮ－ビット値と相殺される。よって、ＰＡＩ
Ｄの予め設定されたビット（つまり、ＰＡＩＤ［５：５＋Ｎ－１］）は該当フレームの意
図された受信者に知られている部分ＢＳＳカラー値を示すようになる。よって、受信され
たフレームがＶＨＴ　ＰＰＤＵであれば（そして、受信されたフレームから抽出されたグ
ループＩＤが６３であれば）、端末は受信されたフレームから抽出されたＰＡＩＤの予め
設定されたビットを端末に知られている部分ＢＳＳカラーと比較してｉｎｔｒａ－ＢＳＳ
フレームとｉｎｔｅｒ－ＢＳＳフレームの判断を行う。もし、ＰＡＩＤ予め設定されたビ
ットが端末に知られている部分ＢＳＳカラーと一致すれば、端末は受信されたフレームを
ｉｎｔｒａ－ＢＳＳフレームと判断する。しかし、ＰＡＩＤ予め設定されたビットが端末
に知られている部分ＢＳＳカラーと一致しなければ、端末は受信されたフレームをｉｎｔ
ｅｒ－ＢＳＳフレームと判断する。
【０１８７】
　以下、本発明の第５実施例によるＡＩＤ割当方法が使用されれば、ＰＡＩＤの予め設定
されたビット（つまり、ＰＡＩＤ［５：５＋Ｎ－１］）が部分ＢＳＳカラー値を示すよう
になる理由をより詳細に説明する。受信されたフレームがＶＨＴ　ＰＰＵＤで下りＳＵフ
レームであれば、該当フレームから抽出されたＰＡＩＤは上述した数式１に従って決定さ
れる。この際、ＡＩＤ［０：８］を下位５－ビット（つまり、ＡＩＤ［０：４］）、次の
５－ビット（ら）（つまり、ＡＩＤ［５：５＋Ｎ－１］）、及び残りのビット（ら）（つ
まり、ＡＩＤ［５＋Ｎ：８］）に分けて記すと、数式１４のようである。
【０１８８】
【数１６】

【０１８９】
　（Ｃａｓｅ　ａ）ｄｅｃ（ＢＣＢ［０：Ｎ－１］－ｄｅｃ（ＢＳＳＩＤ［４４：４４＋
Ｎ－１］　ＸＯＲ　ＢＳＳＩＤ［４０：４０＋Ｎ－１］））＜０である場合
　０≦ｄｅｃ（ＢＣＢ［０：Ｎ－１］）＜２＾Ｎで、０≦ｄｅｃ（ＢＳＳＩＤ［４４：４
４＋Ｎ－１］　ＸＯＲ　ＢＳＳＩＤ［４０：４０＋Ｎ－１］））＜２＾Ｎであるため、Ａ
ＩＤ［５：５＋Ｎ－１］は数式１３のｉｆ条件に従って以下のように決定される。
【０１９０】
【数１７】

【０１９１】
　（Ｃａｓｅ　ａ－１）Ｎが４ではない場合
　数式１５を数数式１４に代入すると、以下の数式のようである。
【０１９２】
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【数１８】

【０１９３】
　ここで、ＢＳＳＩＤに基づく値の一部、つまり、ｄｅｃ（ＢＳＳＩＤ［４４：４４＋Ｎ
－１］　ＸＯＲ　ＢＳＳＩＤ［４０：４０＋Ｎ－１］）が相殺されて、以下の数式のよう
に整理される。
【０１９４】

【数１９】

【０１９５】
　数式１７を参照すると、ＰＡＩＤ［５：５＋Ｎ－１］に影響を及ぼす要素はｄｅｃ（Ｂ
ＣＢ［０：Ｎ－１］）＊２＾５のみである。よって、ＰＡＩＤ［５：５＋Ｎ－１］はＢＣ
Ｂ［０：Ｎ－１］と同じ値を有するようになる。
【０１９６】
　（Ｃａｓｅ　ａ-２）Ｎが４である場合
　Ｎが４であれば、数式１５のｄｅｃ（ＢＳＳＩＤ［４４：４４＋Ｎ－１］　ＸＯＲ　Ｂ
ＳＳＩＤ［４０：４０＋Ｎ－１］）は数式１４のｄｅｃ（ＢＳＳＩＤ［４４：４７］　Ｘ
ＯＲ　ＢＳＳＩＤ［４０：４３］）と同じである。よって、数式１５を数数式１４に代入
すると、以下の数式のようである。
【０１９７】
【数２０】

【０１９８】
　数式１８を参照すると、ＰＡＩＤ［５：５＋Ｎ－１］に影響を及ぼす要素はｄｅｃ（Ｂ
ＣＢ［０：Ｎ－１］）＊２＾５のみである。よって、ＰＡＩＤ［５：５＋Ｎ－１］はＢＣ
Ｂ［０：Ｎ－１］と同じ値を有するようになる。
【０１９９】
　（Ｃａｓｅ　ｂ）ｄｅｃ（ＢＣＢ［０：Ｎ－１］－ｄｅｃ（ＢＳＳＩＤ［４４：４４＋
Ｎ－１］　ＸＯＲ　ＢＳＳＩＤ［４０：４０＋Ｎ－１］））≧０である場合
　０≦ｄｅｃ（ＢＣＢ［０：Ｎ－１］）＜２＾Ｎで、０≦ｄｅｃ（ＢＳＳＩＤ［４４：４
４＋Ｎ－１］　ＸＯＲ　ＢＳＳＩＤ［４０：４０＋Ｎ－１］））＜２＾Ｎであるため、Ａ
ＩＤ［５：５＋Ｎ－１］は数式１３のｅｌｓｅ条件に従って以下のように決定される。
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【０２００】
【数２１】

【０２０１】
　（Ｃａｓｅ　ｂ－１）Ｎが４ではない場合
　数式１９を数数式１４に代入すると、以下の数式のようである。
【０２０２】
【数２２】

【０２０３】
　ここで、ＢＳＳＩＤに基づく値の一部、つまり、ｄｅｃ（ＢＳＳＩＤ［４４：４４＋Ｎ
－１］　ＸＯＲ　ＢＳＳＩＤ［４０：４０＋Ｎ－１］）が相殺されて、以下の数式のよう
に整理される。
【０２０４】

【数２３】

【０２０５】
　数式２１を参照すると、ＰＡＩＤ［５：５＋Ｎ－１］に影響を及ぼす要素はｄｅｃ（Ｂ
ＣＢ［０：Ｎ－１］）＊２＾５のみである。よって、ＰＡＩＤ［５：５＋Ｎ－１］はＢＣ
Ｂ［０：Ｎ－１］と同じ値を有するようになる。
【０２０６】
　（Ｃａｓｅ　ａ-２）Ｎが４である場合
　Ｎが４であれば、数式１９のｄｅｃ（ＢＳＳＩＤ［４４：４４＋Ｎ－１］　ＸＯＲ　Ｂ
ＳＳＩＤ［４０：４０＋Ｎ－１］）は数式１４のｄｅｃ（ＢＳＳＩＤ［４４：４７］　Ｘ
ＯＲ　ＢＳＳＩＤ［４０：４３］）と同じである。よって、数式１９を数数式１４に代入
すると、以下の数式のようである。
【０２０７】

【数２４】

【０２０８】
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　数式２２を参照すると、ＰＡＩＤ［５：５＋Ｎ－１］に影響を及ぼす要素はｄｅｃ（Ｂ
ＣＢ［０：Ｎ－１］）＊２＾５のみである。よって、ＰＡＩＤ［５：５＋Ｎ－１］はＢＣ
Ｂ［０：Ｎ－１］と同じ値を有するようになる。
【０２０９】
　このように、全てのケースにおいて、ＰＡＩＤの設定されたビット、つまり、ＰＡＩＤ
［５：５＋Ｎ－１］は部分ＢＳＳカラー値、つまり、ＢＣＢ［０：Ｎ－１］と同じ値を有
するようになる。
【０２１０】
　図２２は、本発明の第３実施例によるｉｎｔｒａ－ＢＳＳフレームとｉｎｔｅｒ－ＢＳ
Ｓフレームの判断方法を示す図である。図２２に示したｉｎｔｒａ－ＢＳＳフレーム及び
ｉｎｔｅｒ－ＢＳＳフレームの判断方法は、図２０及び図２１を介して説明した第５実施
例によってＡＩＤが割り当てられる場合に使用される。
【０２１１】
　まず、端末は無線フレームを受信し、受信されたフレームからグループＩＤ及びＰＡＩ
Ｄ情報を抽出する（Ｓ２２１０）。受信されたフレームがＶＨＴ　ＰＰＤＵであれば、該
当フレームのＲＸＶＥＣＴＯＲパラメータはグループＩＤ及びＰＡＩＤを含む。よって、
受信されたフレームがＶＨＴ　ＰＰＤＵであれば、端末はＶＨＴ　ＰＰＤＵのプリアンブ
ルからグループＩＤ及びＰＡＩＤ情報を抽出する。
【０２１２】
　次に、端末は抽出されたグループＩＤがいかなる情報を示すのかを確認する（Ｓ２２２
０）。より詳しくは、端末は抽出されたグループＩＤ情報が０であるのか或いは６３であ
るのかを確認する。図８の実施例で上述したように、グループＩＤ　０は該当フレームが
上りフレームであることを示す。また、グループＩＤ　６３は該当フレームが下りフレー
ムであることを示す。つまり、端末は抽出されたグループＩＤ情報を介し、該当フレーム
が上りフレームなのかまたは下りフレームなのかを識別する。
【０２１３】
　抽出されたグループＩＤ情報が０であれば（つまり、上りフレームを指示すれば）、端
末はフレームから抽出されたＰＡＩＤが端末が結合されたＢＳＳのＢＳＳＩＤの特定ビッ
ト値と一致するのか否かを確認する（Ｓ２２３０）。この際、ＢＳＳＩＤの特定ビット値
はＢＢＳＩＤ［３９：４７］である。図８で上述したように、上りフレームであればＰＡ
ＩＤはＢＳＳＩＤ［３９：４７］に設定されるため、端末は受信されたフレームのＰＡＩ
Ｄと端末が結合されたＢＳＳのＢＳＳＩＤ［３８：４７］が一致するのか否かに応じて該
当フレームがｉｎｔｒａ－ＢＳＳフレームであるのかまたはｉｎｔｅｒ－ＢＳＳフレーム
であるのかを判断する。もし、ＰＡＩＤがＢＳＳＩＤ［３９：４７］と一致すれば、端末
は受信されたフレームをｉｎｔｒａ－ＢＳＳフレームと判断する（Ｓ２２３２）。しかし
、ＰＡＩＤがＢＳＳＩＤ［３９：４７］と一致しなければ、端末は受信されたフレームを
ｉｎｔｅｒ－ＢＳＳフレームと判断する（Ｓ２２３４）。
【０２１４】
　一方、抽出されたグループＩＤ情報が６３であれば（つまり、下りフレームを指示すれ
ば）、端末はフレームから抽出されたＰＡＩＤが端末に知られている部分ＢＳＳカラーと
一致するのか否かを確認する（Ｓ２２４０）。この際、ＰＡＩＤ情報はＰＡＩＤの予め設
定されたビット（ら）を指す。図２２の実施例において、ＰＡＩＤの予め設定されたビッ
ト（ら）はＰＡＩＤ［５：５＋Ｎ－１］を指す。また、端末に知られている部分ＢＳＳカ
ラーは、該当端末が結合されたＡＰによって知られている部分ＢＳＳカラーを指す。本発
明の第５実施例によってＡＩＤが割り当てられる場合、ＰＡＩＤが設定されればＢＳＳＩ
Ｄに基づくＫ－ビット値の少なくとも一部分がＢＳＳＩＤに基づくＮ－ビット値と相殺さ
れる。よって、ＰＡＩＤの予め設定されたビット（つまり、ＰＡＩＤ［５：５＋Ｎ－１］
）は該当フレームの意図された受信者に知られている部分ＢＳＳカラーを示すようになる
。よって、端末は受信されたフレームのＰＡＩＤが予め設定されたビットと端末に知られ
ている部分ＢＳＳカラーが一致するのか否かに応じて該当フレームがｉｎｔｒａ－ＢＳＳ
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フレームであるのかまたはｉｎｔｅｒ－ＢＳＳフレームであるのかを判断する。もし、Ｐ
ＡＩＤ予め設定されたビットが端末に知られている部分ＢＳＳカラーと一致すれば、端末
は受信されたフレームをｉｎｔｒａ－ＢＳＳフレームと判断する（Ｓ２２４２）。しかし
、ＰＡＩＤ予め設定されたビットが端末に知られている部分ＢＳＳカラーと一致しなけれ
ば、端末は受信されたフレームをｉｎｔｅｒ－ＢＳＳフレームと判断する（Ｓ２２４４）
。
【０２１５】
　本発明の一実施例によると、抽出されたグループＩＤ情報が６３である際のｉｎｔｒａ
－ＢＳＳフレーム及びｉｎｔｅｒ－ＢＳＳフレームの判断方法は、結合されたＡＰから最
も最近に受信されたノンレガシーエレメントの「ＡＩＤに使用される部分ＢＳＳカラービ
ット個数」フィールド値Ｎが０ではない場合にのみ行われる。本発明の他の実施例による
と、抽出されたグループＩＤ情報が６３であれば、ｉｎｔｒａ－ＢＳＳフレーム及びｉｎ
ｔｅｒ－ＢＳＳフレームの判断方法は、結合されたＡＰから最も最近に受信されたノンレ
ガシーエレメントの「部分ＢＳＳカラービット指示」フィールドが１に設定される場合に
のみ行われる。上述したように、「部分ＢＳＳカラービット指示」フィールドが１に設定
されれば、部分ＢＳＳカラービットを利用したＡＩＤ割当規則が適用される。
【０２１６】
　図２３は、本発明のまた他の実施例によるノンレガシーエレメントフォーマットを示す
図である。図２３のノンレガシーエレメントのフィールドのうち、上述した実施例で説明
されたノンレガシーエレメントのフィールドと同じ部分に対しては重複した説明を省略す
る。
【０２１７】
　ＨＥ　ＢＳＳのＨＥ　ＳＴＡ（つまり、ノンレガシー端末）の動作は、ＨＴ動作エレメ
ント、ＶＨＴ動作エレメント、ＨＥ動作エレメント（つまり、ノンレガシーエレメント）
などによって制御される。上述したように、ノンレガシーエレメントは、ビーコンフレー
ム、プローブ要請フレーム、プローブ応答フレーム、結合要請フレーム、結合応答フレー
ム、再結合要請フレーム、再結合応答フレームなどに含まれる。また、ノンレガシーエレ
メントは、該当エレメントを単独に含むフレームを介して伝送されてもよい。図２３を参
照すると、ノンレガシーエレメントは「エレメントＩＤ」フィールド、「長さ」フィール
ド、及び「ＨＥ動作パラメータ」フィールドを含む。また、「ＨＥ動作パラメータ」フィ
ールドは「ＢＳＳカラー」フィールド、「部分ＢＳＳカラー長さ」フィールドを含む。
【０２１８】
　「ＢＳＳカラー」フィールドは、ＢＳＳカラー値を示す。ＢＳＳカラーは、該当エレメ
ントを伝送するＡＰが運営するＢＳＳのＢＳＳカラーを示す。また、ＢＳＳカラーは、該
当エレメントを伝送するＳＴＡが結合されたＢＳＳのＢＳＳカラーを示してもよい。「Ｂ
ＳＳカラー」フィールドは６－ビットの長さを有し、符号のない整数の値を示す。一実施
例によると、「ＢＳＳカラー」フィールドの値が０でなければＢＳＳカラーを示し、「Ｂ
ＳＳカラー」フィールドの値が０であれば該当ＢＳＳにＢＳＳカラーが設定されていない
ことを示す。
【０２１９】
　「部分ＢＳＳカラー長さ」フィールドは、ＶＨＴ　ＰＰＤＵのＰＡＩＤを利用したｉｎ
ｔｒａ／ｉｎｔｅｒ－ＢＳＳフレームの判断に関する情報を含む。例えば、「部分ＢＳＳ
カラー長さ」フィールドは、ＡＩＤ割当に使用される部分ＢＳＳカラーのビット個数Ｎを
指示する。「部分ＢＳＳカラー長さ」フィールドは、上述した「ＡＩＤに使用される部分
ＢＳＳカラービット個数」フィールドと同じ機能を行う。「部分ＢＳＳカラー長さ」フィ
ールドは３－ビットの長さを有するが、本発明はこれに限らない。
【０２２０】
　図２４は、本発明の第６実施例によるＡＩＤ割当方法を示す図である。まず、図２４を
参照すると、本発明の第６実施例によるＡＩＤ割当方法は下記数式２３のように表される
。
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【０２２１】
【数２５】

【０２２２】
　ここで、Ｎは４である。
【０２２３】
　本発明の第６実施例によると、ＡＩＤのビット８－Ｎ＋１からビット８までのビット（
ら）が数式２３の規則従って設定される。数式２３の実施例によると、ＡＩＤの予め設定
されたＮ－ビット（ら）はＢＳＢ情報からＢＳＳＩＤ情報を差し引いた値に基づいて決定
される。より詳しくは、ＡＩＤの予め設定されたＮ－ビット（ら）はＢＳＳカラーの最小
有効Ｎ－ビット（ら）の値（つまり、部分ＢＳＳカラー値）からＢＳＳＩＤに基づくＮ－
ビット値を差し引いた値にモデューロ演算して決定される。この際、ＡＩＤの予め設定さ
れたＮ－ビット（ら）はＡＩＤのビット８－Ｎ＋１からビット８までのビット（ら）であ
る。ＢＳＳＩＤに基づくＮ－ビット値は、ＢＳＳＩＤの第１予め設定されたＮ－ビット（
ら）とＢＳＳＩＤの第２予め設定されたＮ－ビット（ら）の排他的論理合を示す。数式２
３の実施例において、第１予め設定されたＮ－ビット（ら）はビット４７－Ｎ＋１からビ
ット４７までのビット（ら）を指し、第２予め設定されたＮ－ビット（ら）はビット４３
－Ｎ＋１からビット４３までのビット（ら）を指す。
【０２２４】
　図１１で上述したように、ＰＡＩＤ算出過程において、ｙの下位５－ビットは全て０に
設定される（つまり、「０００００」）。この際、数式２３の規則に従って、ＡＩＤのビ
ット５からビット８までのビット（ら）が設定されると、ＰＡＩＤ［５：８］はＢＳＳ内
で固定された値を有するようになる。よって、数式２３の規則に従ってＡＩＤが割り当て
られると、ＰＡＩＤ値決定の曖昧性が防止される。
【０２２５】
　また、数式２３の規則に従ってＡＩＤが割り当てられると、数式１の実施例によってＰ
ＡＩＤを設定する際にＢＳＳＩＤに基づくＫ－ビット値（つまり、図１１のｙ）がＢＳＳ
ＩＤに基づくＮ－ビット値と相殺される。よって、ＰＡＩＤの予め設定されたビット（つ
まり、ＰＡＩＤ［８－Ｎ＋１：８］）は該当フレームの意図された受信者に知られている
部分ＢＳＳカラー値を示すようになる。よって、受信されたフレームがＶＨＴ　ＰＰＤＵ
であれば（そして、受信されたフレームから抽出されたグループＩＤが６３であれば）、
端末は受信されたフレームから抽出されたＰＡＩＤの予め設定されたビットを端末に知ら
れている部分ＢＳＳカラーと比較してｉｎｔｒａ－ＢＳＳフレームとｉｎｔｅｒ－ＢＳＳ
フレームの判断を行う。この際、ＰＡＩＤの予め設定されたビットは、ＰＡＩＤの予め設
定された４－ビット、つまり、ＰＡＩＤ［５：８］の値である。もし、ＰＡＩＤ予め設定
されたビットが端末に知られている部分ＢＳＳカラーと一致すれば、端末は受信されたフ
レームをｉｎｔｒａ－ＢＳＳフレームと判断する。しかし、ＰＡＩＤ予め設定されたビッ
トが端末に知られている部分ＢＳＳカラーと一致しなければ、端末は受信されたフレーム
をｉｎｔｅｒ－ＢＳＳフレームと判断する。
【０２２６】
　本発明の実施例によると、ＰＡＩＤの予め設定されたビットが部分ＢＳＳカラー値を示
すことで、該当フレームを受信した端末は追加的な情報を獲得するか計算する必要なく、
ＰＡＩＤ情報を利用してｉｎｔｒａ－ＢＳＳフレームとｉｎｔｅｒ－ＢＳＳフレームの判
断を行うことができる。
【０２２７】
　図２５は、本発明の更に他の実施例によるノンレガシーエレメントフォーマットを示す
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図である。図２５のノンレガシーエレメントのフィールドのうち、上述した実施例で説明
されたノンレガシーエレメントのフィールドと同じ部分に対しては重複した説明を省略す
る。
【０２２８】
　図２５を参照すると、ノンレガシーエレメントは「エレメントＩＤ」フィールド、「長
さ」フィールド、及び「ＨＥ動作パラメータ」フィールドを含む。また、「ＨＥ動作パラ
メータ」フィールドは「ＢＳＳカラー」フィールド、「部分ＢＳＳカラー指示」フィール
ドを含む。一実施例によると、ノンレガシーエレメントの「ＨＥ動作パラメータ」フィー
ルドは、６－ビットの「ＢＳＳカラー」フィールドと１－ビットの「部分ＢＳＳカラー指
示」フィールドを含む。
【０２２９】
　「ＢＳＳカラー」フィールドは、図２３で上述したように、ＢＳＳカラー値を示す。「
部分ＢＳＳカラービット指示」フィールドは、該当ＢＳＳが部分ＢＳＳカラービットを利
用したＡＩＤ割当規則を適用したのか否かを指示する。前記フィールドが１に設定される
と、Ｎ－ビット（ここで、Ｎは４）の部分ＢＳＳカラー値がＡＩＤ割当に使用される。し
かし、前記フィールドが０に設定されればＡＩＤ割当に部分ＢＳＳカラーが使用されない
。また、「部分ＢＳＳカラービット指示」フィールドは、ＶＨＴ　ＰＰＤＵのＰＡＩＤ情
報を利用したｉｎｔｒａ／ｉｎｔｅｒ－ＢＳＳフレームの判断方法が使用されるのか否か
を指示する。図２４の実施例によると、ＡＩＤ割当に使用される部分ＢＳＳカラービット
個数Ｎが固定されている。よって、ノンレガシーエレメントは１－ビットの「部分ＢＳＳ
カラービット指示」フィールドを介して部分ＢＳＳカラーがＡＩＤ割当に使用されるのか
否かを指示する。
【０２３０】
　図２６は、本発明の第７実施例によるＡＩＤ割当方法を示す図である。図２６（ａ)は
Ｎが４ではない場合のＡＩＤ割当方法を示し、図２６（ｂ）はＮが４である場合のＡＩＤ
割当方法を示す。ここで、ＮはＡＩＤ割当に使用される部分ＢＳＳカラーのビット個数を
示す。
【０２３１】
　まず、図２６（ａ)を参照すると、Ｎが４ではなければ、本発明の第７実施例によるＡ
ＩＤ割当方法は下記数式２４のように表される。
【０２３２】
【数２６】

【０２３３】
　ここで、Ａ［０：３－Ｎ］は任意の（３－Ｎ＋１）－ビットの二進数である。
【０２３４】
　次に、図２６（ｂ)を参照すると、Ｎが４であれば、本発明の第７実施例によるＡＩＤ
割当方法は下記数式２５のように表される。
【０２３５】

【数２７】

【０２３６】
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　数式２４及び数式２５を参照すると、ＡＩＤのビット５からビット８までのビットが本
発明の第７実施例によるＡＩＤ割当方法に従って設定される。本発明の第７実施例による
と、ＡＩＤのビット５からビット８までのビットは、ＢＣＢ情報に基づく値からＢＳＳＩ
Ｄ情報を差し引いた値に基づいて決定される。この際、ＢＣＢ情報は部分ＢＳＳカラーを
指し、ＢＳＳＩＤ情報はＢＳＳＩＤに基づくＮ－ビットの値を指す。より詳しくは、ＢＳ
ＳＩＤに基づくＮ－ビットの値はＢＳＳＩＤのビット４４からビット４７までのビットの
値とＢＳＳＩＤのビット４０からビット４３までのビットの値の排他的論理合であっても
よい。
【０２３７】
　数式２４及び数式２５の規則に従ってＡＩＤが割り当てられると、数式１の実施例によ
ってＰＡＩＤを設定する際にＢＳＳＩＤに基づくＫ－ビット値（つまり、図１１のｙ）が
ＢＳＳＩＤに基づくＮ－ビット値と相殺される。よって、ＰＡＩＤの予め設定されたビッ
ト（つまり、ＰＡＩＤ［８－Ｎ＋１：８］）は該当フレームの意図された受信者に知られ
ている部分ＢＳＳカラー値を示すようになる。よって、受信されたフレームがＶＨＴ　Ｐ
ＰＤＵであれば（そして、受信されたフレームから抽出されたグループＩＤが６３であれ
ば）、端末は受信されたフレームから抽出されたＰＡＩＤの予め設定されたビットを端末
に知られている部分ＢＳＳカラーと比較してｉｎｔｒａ－ＢＳＳフレームとｉｎｔｅｒ－
ＢＳＳフレームの判断を行う。
【０２３８】
　以下、本発明の第７実施例によるＡＩＤ割当方法が使用されれば、ＰＡＩＤの予め設定
されたビット（つまり、ＰＡＩＤ［８－Ｎ＋１：８］）が部分ＢＳＳカラー値（つまり、
ＢＣＢ［０：Ｎ－１］）を示すようになる理由をより詳細に説明する。まず、数式１を参
照すると、ＰＡＩＤ［５：８］は以下の数式のように決定される。
【０２３９】
【数２８】

【０２４０】
（Ｃａｓｅ　Ａ）Ｎが４ではない場合
　Ｎが４でなければ、ＡＩＤ［５：８］は数式２４の規則に従って設定される。数式２４
を参照すると、ＡＩＤ［５：８］はＡ［０：３－Ｎ］によって可変的な値に決定される。
この際、ＡＩＤ［５：８］の上位Ｎ－ビット（ら）はＢＣＢ［０：Ｎ－１］に基づいて決
定され、ＡＩＤ［５：８］の残りのビット（ら）はＡ［０：３－Ｎ］によって可変的な値
を示す。
【０２４１】
　（Ｃａｓｅ　Ａ－１）（ｄｅｃ（ＢＣＢ［０：Ｎ－１］）＊２＾（４－Ｎ）＋ｄｅｃ（
Ａ［０：３－Ｎ］）－ｄｅｃ（ＢＳＳＩＤ［４４：４７］　ＸＯＲ　ＢＳＳＩＤ［４０：
４３］））≧０である場合
　数式２４を数数式２６に代入すると、以下の数式のようである。
【０２４２】
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【数２９】

【０２４３】
　数式２７を参照すると、ＰＡＩＤ［８－Ｎ＋１：８］に影響を及ぼす要素はｄｅｃ（Ｂ
ＣＢ［０：Ｎ－１］）＊２＾（４－Ｎ）のみである。よって、ＰＡＩＤ［８－Ｎ＋１：８
］はＢＣＢ［０：Ｎ－１］と同じ値を有するようになる。
【０２４４】
　（Ｃａｓｅ　Ａ－２）（ｄｅｃ（ＢＣＢ［０：Ｎ－１］）＊２＾（４－Ｎ）＋ｄｅｃ（
Ａ［０：３－Ｎ］）－ｄｅｃ（ＢＳＳＩＤ［４４：４７］　ＸＯＲ　ＢＳＳＩＤ［４０：
４３］））＜０である場合
　数式２４を数数式２６に代入すると、以下の数式のようである。
【０２４５】
【数３０】

【０２４６】
　数式２８を参照すると、ＰＡＩＤ［８－Ｎ＋１：８］に影響を及ぼす要素はｄｅｃ（Ｂ
ＣＢ［０：Ｎ－１］）＊２＾（４－Ｎ）のみである。よって、ＰＡＩＤ［８－Ｎ＋１：８
］はＢＣＢ［０：Ｎ－１］と同じ値を有するようになる。
【０２４７】
　（Ｃａｓｅ　Ｂ）Ｎが４である場合
　Ｎが４であれば、ＡＩＤ［５：８］は数式２５の規則に従って設定される。
【０２４８】
　（Ｃａｓｅ　Ｂ－１）　ｄｅｃ（ＢＣＢ［０：３］－ｄｅｃ（ＢＳＳＩＤ［４４：４７
］　ＸＯＲ　ＢＳＳＩＤ［４０：４３］）≧０である場合
　数式２５を数数式２６に代入すると、以下の数式のようである。
【０２４９】

【数３１】

【０２５０】
　数式２６を参照すると、ＰＡＩＤ［８－Ｎ＋１：８］はＢＣＢ［０：Ｎ－１］と同じ値
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を有するようになる（この際、Ｎは４である）。
【０２５１】
　（Ｃａｓｅ　Ｂ－２）ｄｅｃ（ＢＣＢ［０：３］－ｄｅｃ（ＢＳＳＩＤ［４４：４７］
　ＸＯＲ　ＢＳＳＩＤ［４０：４３］）＜０である場合
　数式２５を数数式２６に代入すると、以下の数式のようである。
【０２５２】
【数３２】

【０２５３】
　数式３０を参照すると、ＰＡＩＤ［８－Ｎ＋１：８］はＢＣＢ［０：Ｎ－１］と同じ値
を有するようになる（この際、Ｎは４である）。
【０２５４】
　このように、全てのケースにおいて、ＰＡＩＤの設定されたビット、つまり、ＰＡＩＤ
［８－Ｎ＋１：８］は部分ＢＳＳカラー値、つまり、ＢＣＢ［０：Ｎ－１］と同じ値を有
するようになる。
【０２５５】
　図２７は、本発明の第４実施例によるｉｎｔｒａ－ＢＳＳフレームとｉｎｔｅｒ－ＢＳ
Ｓフレームの判断方法を示す図である。図２７に示したｉｎｔｒａ－ＢＳＳフレーム及び
ｉｎｔｅｒ－ＢＳＳフレームの判断方法は、図２４を介して説明した第６実施例及び図２
６を介して説明された第７実施例によってＡＩＤが割り当てられる場合に使用される。
【０２５６】
　まず、端末は無線フレームを受信し、受信されたフレームからグループＩＤ及びＰＡＩ
Ｄ情報を抽出する（Ｓ２７１０）。受信されたフレームがＶＨＴ　ＰＰＤＵであれば、該
当フレームのＲＸＶＥＣＴＯＲパラメータはグループＩＤ及びＰＡＩＤを含む。よって、
受信されたフレームがＶＨＴ　ＰＰＤＵであれば、端末はＶＨＴ　ＰＰＤＵのプリアンブ
ルからグループＩＤ及びＰＡＩＤ情報を抽出する。
【０２５７】
　次に、端末は抽出されたグループＩＤがいかなる情報を示すのかを確認する（Ｓ２７２
０）。より詳しくは、端末は抽出されたグループＩＤ情報が０であるのか或いは６３であ
るのかを確認する。図８の実施例で上述したように、グループＩＤ　０は該当フレームが
上りフレームであることを示す。また、グループＩＤ　６３は該当フレームが下りフレー
ムであることを示す。つまり、端末は抽出されたグループＩＤ情報を介し、該当フレーム
が上りフレームなのかまたは下りフレームなのかを識別する。
【０２５８】
　抽出されたグループＩＤ情報が０であれば（つまり、上りフレームを指示すれば）、端
末はフレームから抽出されたＰＡＩＤが端末が結合されたＢＳＳのＢＳＳＩＤの特定ビッ
ト値と一致するのか否かを確認する（Ｓ２７３０）。この際、ＢＳＳＩＤの特定ビット値
はＢＢＳＩＤ［３９：４７］である。図８で上述したように、上りフレームであればＰＡ
ＩＤはＢＳＳＩＤ［３９：４７］に設定されるため、端末は受信されたフレームのＰＡＩ
Ｄと端末が結合されたＢＳＳのＢＳＳＩＤ［３８：４７］が一致するのか否かに応じて該
当フレームがｉｎｔｒａ－ＢＳＳフレームであるのかまたはｉｎｔｅｒ－ＢＳＳフレーム
であるのかを判断する。もし、ＰＡＩＤがＢＳＳＩＤ［３９：４７］と一致すれば、端末
は受信されたフレームをｉｎｔｒａ－ＢＳＳフレームと判断する（Ｓ２７３２）。しかし
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、ＰＡＩＤがＢＳＳＩＤ［３９：４７］と一致しなければ、端末は受信されたフレームを
ｉｎｔｅｒ－ＢＳＳフレームと判断する（Ｓ２７３４）。
【０２５９】
　一方、抽出されたグループＩＤ情報が６３であれば（つまり、下りフレームを指示すれ
ば）、端末はフレームから抽出されたＰＡＩＤが端末に知られている部分ＢＳＳカラーと
一致するのか否かを確認する（Ｓ２７４０）。この際、ＰＡＩＤ情報はＰＡＩＤの予め設
定されたビット（ら）を指す。図２７の実施例において、ＰＡＩＤの予め設定されたビッ
ト（ら）はＰＡＩＤ［８－Ｎ＋１：８］を指す。本発明の他の実施例によると、Ｎ＝４で
ある。また、端末に知られている部分ＢＳＳカラーは、該当端末が結合されたＡＰによっ
て知られている部分ＢＳＳカラーを指す。本発明の第６実施例または第７実施例によって
ＡＩＤが割り当てられる場合、ＰＡＩＤが設定されればＢＳＳＩＤに基づくＫ－ビット値
がＢＳＳＩＤに基づくＮ－ビット値と相殺される。よって、ＰＡＩＤの予め設定されたビ
ット（つまり、ＰＡＩＤ［８－Ｎ＋１：８］）は該当フレームの意図された受信者に知ら
れている部分ＢＳＳカラーを示すようになる。よって、端末は受信されたフレームのＰＡ
ＩＤの予め設定されたビットと端末に知られている部分ＢＳＳカラーが一致するのか否か
に応じて該当フレームがｉｎｔｒａ－ＢＳＳフレームであるのかまたはｉｎｔｅｒ－ＢＳ
Ｓフレームであるのかを判断する。もし、ＰＡＩＤ予め設定されたビットが端末に知られ
ている部分ＢＳＳカラーと一致すれば、端末は受信されたフレームをｉｎｔｒａ－ＢＳＳ
フレームと判断する（Ｓ２７４２）。しかし、ＰＡＩＤ予め設定されたビットが端末に知
られている部分ＢＳＳカラーと一致しなければ、端末は受信されたフレームをｉｎｔｅｒ
－ＢＳＳフレームと判断する（Ｓ２７４４）。
【０２６０】
　本発明の一実施例によると、抽出されたグループＩＤ情報が６３であれば、ｉｎｔｒａ
－ＢＳＳフレーム及びｉｎｔｅｒ－ＢＳＳフレームの判断方法は、結合されたＡＰから最
も最近に受信されたノンレガシーエレメントの「ＡＩＤに使用される部分ＢＳＳカラービ
ット個数」フィールド値Ｎが０ではない場合にのみ行われる。本発明の他の実施例による
と、抽出されたグループＩＤ情報が６３であれば、ｉｎｔｒａ－ＢＳＳフレーム及びｉｎ
ｔｅｒ－ＢＳＳフレームの判断方法は、結合されたＡＰから最も最近に受信されたノンレ
ガシーエレメントの「部分ＢＳＳカラービット指示」フィールドが１に設定される場合に
のみ行われる。上述したように、「部分ＢＳＳカラービット指示」フィールドが１に設定
されれば、部分ＢＳＳカラービットを利用したＡＩＤ割当規則が適用される。
【０２６１】
　一方、上述した実施例によるＡＩＤ割当方法は、ＶＨＴ　ＳＴＡのＡＩＤを割り当てる
場合にのみ適用される。ＡＩＤ割当候補値は限定されており、ＡＩＤ割当に部分ＢＳＳカ
ラーが使用されれば、ＡＩＤに割り当てられる値が更に減るようになる。よって、本発明
の実施例によると、上述したＡＩＤ割当方法をＶＨＴ　ＳＴＡに限定的に適用することで
、全体ＳＴＡに対するＡＩＤ割当の余裕を確保することができる。
【０２６２】
　前記のように無線ＬＡＮ通信を例に挙げて本発明を説明したが、本発明はこれに限らず
、セルラー通信など他の通信システムでも同じく適用される。また、本発明の方法、装置
及びシステムを特定実施例に関連して説明したが、本発明の構成要素、動作の一部または
全部は、汎用ハードウェアアーキテクチャを有するコンピュータシステムを使用して具現
される。
【０２６３】
　上述した本発明の実施例は多様な手段を介して具現される。例えば、本発明の実施例は
、ハードウェア、ファームウェア（ｆｉｒｍｗａｒｅ）、ソフトフェア、またはそれらの
組み合わせによって具現される。
【０２６４】
　ハードウェアによる具現の場合、本発明の実施例による方法は、一つまたはそれ以上の
ＡＳＩＣｓ（Ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎ　Ｓｐｅｃｉｆｉｃ　Ｉｎｔｅｇｒａｔｅｄ　Ｃｉ
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ｒｃｕｉｔｓ）、ＤＳＰｓ（Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｓｉｇｎａｌ　Ｐｒｏｃｅｓｓｏｒｓ）、
ＤＳＰＤｓ（Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｓｉｇｎａｌ　Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ　Ｄｅｖｉｃｅｓ）
、ＰＬＤｓ（Ｐｒｏｇｒａｍｍａｂｌｅ　Ｌｏｇｉｃ　Ｄｅｖｉｃｅｓ）、ＦＰＧＡｓ（
Ｆｉｅｌｄ　Ｐｒｏｇｒａｍｍａｂｌｅ　Ｇａｔｅ　Ａｒｒａｙｓ）、プロセッサ、コン
トローラ、マイクロコントローラ、マイクロプロセッサなどによって具現される。
【０２６５】
　ファームフェアやソフトウェアによる具現の場合、本発明の実施例による方法は、上述
した機能または動作を行うモジュール、手順または関数などの形態で具現される。ソフト
ウェアコードはメモリに貯蔵されてプロセッサによって具現される。前記メモリはプロセ
ッサの内部または外部に位置し、既に公知の多様な手段によってプロセッサとデータを交
換する。
【０２６６】
　上述した本発明の説明は例示のためのものであって、本発明が属する技術分野における
通常の知識を有する者は、本発明の技術的思想や必須的特徴を変更せずも他の具体的な形
態に容易に変形可能であることを理解できるはずである。よって、上述した実施例は全て
の面で例示的なものであって、限定的なものではないと解釈すべきである。例えば、単一
型として説明されている各構成要素は分散されて実施されてもよく、同じく分散されてい
ると説明されている構成要素も結合された形態で実施されてもよい。
【０２６７】
　本発明の範囲は上述した詳細な説明よりは後述する特許請求の範囲によって示され、特
許請求の範囲の意味及び範囲、そしてその均等概念から導き出される全ての変更または変
形された形態が本発明の範囲に含まれると解釈すべきである。
【産業上の利用可能性】
【０２６８】
　本発明の多様な実施例はＩＥＥＥ　８０２．１１システムを中心に説明されたが、その
他の多様な形態の移動通信装置、移動通信システムなどに適用される。
【符号の説明】
【０２６９】
１００　ステーション
１１０　プロセッサ
１２０　通信部
１４０　ユーザインタフェース部
１５０　ディスプレーユニット
１６０　メモリ
２１０　プロセッサ
２２０　通信部
２６０　メモリ
３００　サーバ



(43) JP 6672525 B2 2020.3.25

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】

【図５】

【図６】

【図７】



(44) JP 6672525 B2 2020.3.25

【図８】

【図９】

【図１０】

【図１１】

【図１２】 【図１３】

【図１４（ａ）】



(45) JP 6672525 B2 2020.3.25

【図１４（ｂ）】

【図１５】

【図１６】

【図１７（ａ）】

【図１７（ｂ）】

【図１８】

【図１９】

【図２０】

【図２１】

【図２２】

【図２３】

【図２４】

【図２５】

【図２６（ａ）】

【図２６（ｂ）】



(46) JP 6672525 B2 2020.3.25

【図２７】



(47) JP 6672525 B2 2020.3.25

10

20

30

40

フロントページの続き

(31)優先権主張番号  10-2016-0102229
(32)優先日　　　　  平成28年8月11日(2016.8.11)
(33)優先権主張国・地域又は機関
                    韓国(KR)

(74)代理人  100108453
            弁理士　村山　靖彦
(74)代理人  100110364
            弁理士　実広　信哉
(74)代理人  100133400
            弁理士　阿部　達彦
(72)発明者  コンチュン・コ
            大韓民国・キョンギ－ド・１６５４７・スウォン－シ・ヨントン－グ・ドンタンウォンチョン－ロ
            ・９１５ボン－ギル・３６・３０１－６０６
(72)発明者  チュヒョン・ソン
            大韓民国・キョンギ－ド・１６０２４・ウィワン－シ・ネソンスンファン－ロ・７・３０８－１４
            ０２
(72)発明者  チンサム・カク
            大韓民国・キョンギ－ド・１６０２１・ウィワン－シ・ネソンチュンアン－ロ・１１・１１１３－
            １７０４
(72)発明者  ウチン・アン
            大韓民国・キョンギ－ド・１４０３８・アンヤン－シ・マンアン－グ・アンヤンチョンソ－ロ・１
            ７７・２１４－２８０３

    審査官  本橋　史帆

(56)参考文献  国際公開第２０１５／１２０４８８（ＷＯ，Ａ１）　　
              米国特許第０８９７１２１３（ＵＳ，Ｂ１）　　
              Jianhan Liu (Mediatek)，AID Assign Rules Based on BSS Color and HE Operation Element，
              IEEE 802.11-16/0364r2，IEEE, ＜URL:https://mentor.ieee.org/802.11/dcn/16/11-16-0364-02
              -00ax-aid-assign-rules-based-on-bss-color-and-he-operation-element.pptx＞，２０１６年
              　３月１１日

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｈ０４Ｂ　　　７／２４－　７／２６
              Ｈ０４Ｗ　　　４／００－９９／００
              ３ＧＰＰ　　　ＴＳＧ　ＲＡＮ　ＷＧ１－４
              　　　　　　　　　　　ＳＡ　　ＷＧ１－４
              　　　　　　　　　　　ＣＴ　　ＷＧ１、４


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

